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○議事日程 

   日程 第 １ （議案第１号～第９号）平成２９年度那須烏山市一般会計・特別会計・ 

          水道事業会計予算について ※質疑～委員会付託 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○本日の会議に付した事件 

   議事日程に同じ 
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［午前１０時００分開議］ 

○議長（渡辺健寿）  おはようございます。傍聴席には連日足を運びいただきまして、あり

がとうございます。 

 ただいま出席している議員は１７名です。９番久保居光一郎議員から欠席の通知がございま

した。定足数に達しておりますので、ただいまから会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

                                    

     ◎日程第１ （議案第１号～第９号）平成２９年度那須烏山市一般会計・特別会計 

           ・水道事業会計予算について ※質疑～委員会付託 

 

○議長（渡辺健寿）  日程第１ 議案第１号から議案第９号までの平成２９年度那須烏山市

一般会計予算・国民健康保険特別会計予算・熊田診療所特別会計予算・後期高齢者医療特別会

計予算・介護保険特別会計予算・農業集落排水事業特別会計予算・下水道事業特別会計予算・

簡易水道事業特別会計予算・水道事業会計予算の平成２９年度当初予算案９議案を一括して議

題といたします。 

 本件については、去る２月２８日の本会議において提案理由の説明が終了しております。直

ちに質疑に入りますが、所管の委員会に関する事項は委員会審査において質疑されるよう、お

願いいたします。 

 また、議会運営に関する申し合わせにより、質疑の持ち時間を答弁を含めて３０分以内とし

ております。３０分を超えましたら、終了を求めますので、御了解願います。 

 質疑・答弁は簡潔・明瞭にされるよう、この際申し添えます。 

 それでは、これより質疑に入ります。 

 １番相馬正典議員。 

○１番（相馬正典）  先頭をいただきまして、早速質問させていただきますが、限られた時

間ですので、質問に対しては詳細にお願いできれば助かります。再質問・再々質問がなければ

スムーズに進められると思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 まず、最初に概要書から参ります。１０ページでございます。主な新規事業です。ジオサイ

ト烏山城跡整備費設計及び工事費８５０万円という項目がございますが、内容について伺いた

いと思います。どのような整備をするのか、予定しているのか、伺います。 

 続いて、同じく新規事業で、新食肉センター新設整備補助、出資金、このうち補助金として

９５万９,０００円、出資金が７００万円ということで、合計７９５万９,０００円、これにつ

いて内容を教えていただきたいと思います。どこへ補助、出資していくのか、この辺をよろし
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くお願いします。 

 質疑は１０項目ございます。申しわけありませんでした。 

 続いて、同じく新規事業で、動植物概況調査業務委託１７８万２,０００円、これは新規事

業で、何のために実施するのか、詳細についてお教えいただきたいと思います。 

 それから、続きまして、予算書になります。３５ページでございます。３５ページの３款民

生費、社会福祉費、この中に社会福祉施設事業費、これも新規で２,５００万円計上してあり

ますが、そのうちの地域密着型サービス事業と整備助成事業補助金、これは１,０００万円と

いうのが載っておりましたので、わかりましたが、残りの１,５００万円の内容についてお答

えいただきたいと思います。 

 次に、４６ページでございます。農林水産業費、林業費、林業総務費の中の、ここにイノシ

シの捕獲促進強化事業費、６４５万７,０００円、昨年度より６９万２,０００円の増になって

おります。内容について伺いますが、昨年度の捕獲頭数と、本年度の目標数はあるのか、ある

のであれば、教えていただきたいと思います。 

 続きまして、４７ページでございます。農林水産業水産事業費、水産業振興費、この中の

２０万円、これは昨年の恐らくカワウ対策のための予算１００万円とったうちの、それから

８０万円減額になってしまったからかなと思いますが、減額になった理由、実績がなかったの

か、これで間に合ってしまったのかということでお伺いしたいと思います。 

 同じく予算書の４７ページです。商工費、この中に商工業振興費、工業振興対策費の中に企

業誘致事業費、これが１億３,６４１万６,０００円計上されております。昨年度よりも

６,０５３万２,０００円ふえています。増額の内容について伺います。 

 続づいて、予算書４８ページ、商工費、観光費にあるユネスコ無形文化遺産活用推進事業

４１０万円、この中で山あげ祭の開催時の観光周遊バス運行業務、これが２５万２,０００円

が新規事業で入っていました。また、それ以外の観光事業についての内容について教えていた

だきたいのと、また、それ以外の事業内容について、残りの金額についてどんなことをやるの

か伺いたいと思います。 

 続いて４９ページでございます。８款土木費、道路橋梁費、道路維持費の中のふれあいの道

づくり事業、これも昨年と同様８６０万円計上されておりますが、平成２９年度分として既に

申し込みというのがあるのか、あるのであれば何件ほど積み残しになっているのか、お伺いし

たいと思います。 

 続いて、６０ページ、１０款の教育費です。最後です。保健体育費、体育施設の武道館施設

整備費です。本年度６,０００万円計上されておりますが、今まで恐らく設計から解体、外

構・本体工事を合わせて既に４億２,８００万円ほど支出しているのではないかと、計算上そ
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ういう計算になります。さらにここに６,０００万円を足しますと、４億８,８００万円という

金額になります。今後あとどのぐらい予定しているのか、もしくはないのか、その辺を伺いた

いと思います。 

 以上でございます。 

○議長（渡辺健寿）  両方文化振興課長。 

○文化振興課長（両方 裕）  それでは、文化振興課は予算概要書の１０ページの中のジオ

サイト烏山城跡整備費８５０万円について御説明を申し上げます。 

 こちらは平成２９年度ジオサイト構想推進事業費の１,８３４万６,０００円のうちの

８５０万円でございます。烏山城跡につきましては、自然の地形を利用した山城ということで

ありまして、今年度はそれを大きくジオサイトということで位置づけをいたしまして、国の地

方創生推進交付金、２９年度はそちらを活用した事業でございます。こちらは烏山城跡の遊歩

道の整備でございますが、整備費につきましては、烏山城跡の遊歩道を再整備するものでござ

います。 

 内容につきましては、こちらはもともと烏山城跡の遊歩道につきましては、平成１９年度国

交省の関東ふれあいの道事業の１つであります山あげ祭の里をめぐる道として遊歩道が一部整

備されてございますが、もう１０年たちますので、途中の、そこの整備されている遊歩道が大

分荒れているということでございますので、そのジオサイトとして位置づけと、あと、烏山城

跡の整備、観光振興にも資するものという形で整備をいたしたいというところでございます。 

 工事内容につきましては、三の丸の入り口の道から、登り口の七曲りの上り口がございます。

そちらから登りまして、そちらが岩場になってございます。そこが急斜なんでございますが、

そこに丸太の階段がございます。こちらの再整備を行う。２点目につきましては、途中急斜な

ところにロープの柵を設置したいと思っております。あと、それから、３点目は、頂上部、本

丸、古本丸のところから眺望をよくしたいと。登ったときに今ほとんど見えない状態になりま

すので、こちらは地権者の方とこれから協議をさせていただきまして、一部伐採をして頂上か

らの東側、烏山高校の興野側が眺望ができるような形で行いたいということです。４点目が途

中の看板の整備を行いたいということで、ぐるっと古本丸、本丸の部分を大きく回ってきて、

同じところに戻ってくるコースという形で約１.５キロのコースを整備したいということでご

ざいます。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  薄井環境課長。 

○環境課長（薄井時夫）  同じく概要書の１０ページ、下から２行目にございます動植物概

況調査業務委託１７８万２,０００円の御質問でございますが、事業の目的といたしましては、
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１０年ごとに策定する第２次環境基本計画策定の準備調査ということになります。実際には平

成３０年に策定予定をしております。 

 実施の内容といたしましては、市内２地区、森林・丘陵地区と水田・河川地区の２地区に分

けまして、主に植物・鳥類・昆虫等の調査を実施することといたしております。その実施結果

を踏まえまして、広域的な環境に配慮した施策の展開を進めるということにいたしております。 

 以上でございます。 

○議長（渡辺健寿）  糸井農政課長。 

○農政課長（糸井美智子）  私からは３点お答えいたしたいと思います。 

 まず、概要書の１０ページ、新食肉センター新設整備補助及び出資金でございます。こちら

につきましては、予算書４５ページにあります畜産業費の中の負担金補助及び投資及び出資金

というところに計上されております。新食肉センターにつきましては、栃木県畜産公社が主体

となりまして実施しているものでございます。県内の３カ所ある食肉センター、宇都宮、足利、

大田原にそれぞれございますが、それぞれ老朽化に伴いまして統合を平成２５年度から計画の

ほうを県では進めておりました。そこに対しまして、県の市長会等の合意も整いまして、建設

に対する補助金、それから、出資金ということで出資することになっております。まず、出資

金につきましては、それぞれの市町内の飼育している豚・牛の頭数割なども換算した結果の金

額で７００万円でございます。それから、補助金につきましては、平成２９年度９５万

９,０００円となっております。これは平成３０年、３１年とそれぞれ続きまして、平成

３０年に３７７万２,０００円、平成３１年に３３６万９,０００円を見込んでおり、合計で

８１０万円の建設事業費補助金を予定しております。 

 次に、予算書４６ページでございます。イノシシ捕獲促進強化事業の内容でございます。こ

ちらにつきましては、主なもの、イノシシ捕獲体におきます委託料といたしまして、２０１万

２,０００円、実績によります報奨金ということで２９４万円、わなの設置や電気柵の補助等

で１４５万円が主なものでございます。その実績でございますが、昨年は２２５頭の実績があ

りました。本年はちょうどきのう現在聞き取り調査を含む段階でございますが、２４７頭の実

績が既にございます。予算上はとりあえず２１０頭分で計上してございます。 

 次に、予算書４７ページ、カワウ対策になります。水産業振興費カワウ対策、議員お見込み

のとおり、昨年１００万円を計上しておりましたが、本年度の実績が４８羽、補助金にいたし

まして４万８,０００円の実績でございました。大きな伸びを余り考えず、とりあえず２０万

円ということで計上させていただきました。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  福田健康福祉課長。 
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○健康福祉課長（福田 守）  私からは予算書の３５ページ、社会福祉施設整備費のうちの

１,５００万円についてお答えしたいと思います。これにつきましては、市内の社会福祉法人

であります大和久福祉会で旧烏山地区旭地内で昭和５４年築の健常者が使っていた住宅を買い

取りましてグループホームとして活用したところ、今回改築に当たりまして一部助成するもの

でございます。これはこの改築に当たりまして短期入所の施設、部屋を確保することによりま

して、障害者の緊急時の受け入れ、あとは災害時の障害者に対応した、知的障害者とか、発達

障害者だとどうしても大きな避難所では避難できないということもございますので、そういっ

たものの受け入れ施設としても活用できるということで、また、この中には障害者の居宅支

援・移動支援等の事業所、そのほか市で委託しております障害者相談支援事業所、こちらが入

りますことから、障害者の旧烏山地区においての拠点となるということで助成を考えたところ

でございます。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  石川商工観光課長。 

○商工観光課長（石川 浩）  商工観光課から４７ページの工業振興対策費及び４８ページ

のユネスコ無形文化遺産活用推進事業費について説明させていただきます。 

 まず、４７ページ、工業振興費、内容ですが、１億３,７８７万円。内容としましては、富

士見台工業団地の管理事業費として１１０万５,０００円、内容としまして、水質検査等の手

数料及び調整池等の草刈り等の委託料が主なものでございます。次、企業誘致事業費としまし

て、１億３,６４１万６,０００円としてございます。昨年の企業誘致事業費に比べまして、

６,０５０万円ほど増加しておりますが、内容としましては、太陽光発電の奨励金、主にはケ

ン・コーポレーションが新たに奨励金の交付対象となったものですから、こちらがふえてきた

ということでございます。そのほかは工業振興対策費としまして、３４万９,０００円、内容

としましては、本年１０月にビッグサイトで開かれます中小企業総合展というところに商工会

工業部会等と協力しながら出展していきたいと考えているものでございます。 

 次、４８ページのユネスコ無形文化遺産活用促進事業ですが、内容としましては、消耗品、

食料品のほか、委託料としまして、毎年駐車場問題が取り上げられます。まだ未定ですが、小

学校・中学校・サッカー場等が利用できないかということで、そちらを駐車場として利用した

場合、お祭り会場との行き来でシャトルバスを頼もうということで、それの委託料及び先ほど

議員がおっしゃいました周遊バス、こちらにつきましては昨年試行的にやりましたが、お祭り

会場と山あげ会館と洞窟酒蔵と滝水辺公園の３カ所を周遊させるということで、そちらのバス

３台分、ちなみに去年は２日間やって９,０００人の方がバスを利用して観光したということ

で、ことしから本格的に事業化しようということで考えてございます。そのほかは警備の委託
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１４０万円、仮設トイレ等の借上料等で、全部で４１０万円という内容になっております。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  小田倉都市建設課長。 

○都市建設課長（小田倉 浩）  私からは予算書の４９ページ、一番下段です。道路維持費、

ふれあいの道づくり事業費８６０万円の説明をさせていただきます。こちらは地元の方が主体

となりまして道路を整備することで、私どもでは材料費及び機械のリース料等の費用を負担す

る事業費でございます。施工箇所なんですが、事業量が多い地区ですと、とても単年度では終

わりませんので、一応予算の性格上、単年度精算していますが、今年度の見込みとして、継続

事業として６カ所を見込んでおります。 

 以上でございます。 

○議長（渡辺健寿）  柳田生涯学習課長。 

○生涯学習課長（柳田啓之）  私からは予算書６０ページ、武道館施設整備費６,０００万

円について御説明申し上げます。今年度予定しております内容といたしまして主なものが、敷

地の造成、それから、雨水排水設備、舗装ということでございます。先ほど御質問にありまし

た、これで終わりなのか、まだ継続するのかということについてなんですが、当初計画してお

ります外のトイレと、あと、公園の整備につきましては平成３０年度になる予定でございます。 

 以上でございます。 

○議長（渡辺健寿）  １番相馬正典議員。 

○１番（相馬正典）  時間もないので、簡単に再質問させていただきます。 

 農政課の食肉センターなんですけれども、出資金は７００万円ということで、これは各市町

に割り振った金額ですよね。では、それでよろしいかと思います。 

 それから、あと、同じく農政課なんですが、イノシシなんですけれども、目標数が２００頭

ということなのですが、昨今の市内の状況を見ると、市街地区までイノシシが進出して非常に

困っているという話が多いです。やはりもう少し目標を高く掲げて、３００頭とか、３５０頭

とか、そういった目標を立てていただいて、こういったところにもまた予算なりつけるのは非

常にいいのではないかと思いますので、その辺の御検討もよろしくお願いしたいと思います。 

 それから、武道館なんですけれども、今大体５億円近く投資、投入しているわけですけれど

も、これからさらにトイレ、公園ということになると、５億円を超えるような金額になってい

きます。そこで、前々から空調をどうするのだという話がありまして、つけてもらいたい、要

らないという発言がありましたけれども、現在空調設備を導入するのか、その辺は考えている

のか、それは質問、１点だけよろしくお願いします。 

○議長（渡辺健寿）  柳田生涯学習課長。 
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○生涯学習課長（柳田啓之）  今の御質問にお答えいたします。現在のところ空調設備を設

置する考えは担当課ではございません。 

 以上でございます。 

○１番（相馬正典）  了解しました。 

○議長（渡辺健寿）  では、相馬議員終わって、次は、２番小堀道和議員。 

○２番（小堀道和）  ２番小堀です。予算の関係のために一般質問とは違う見方だとは思っ

たんですけども、まず、最初に、予算そのものを確認の意味で質問します。 

 一般会計、ことし、今年度は約１１０億円、このうち公債費が１３％、約１４億円ですけど

も、これについて確認したいのですけども、適正な本市の予算規模というのは、先輩の中山議

員が質問されていましたけども、１.７万人の那珂川町は８１.５億円の予算をことし組んでい

ます。その中で公債費は１１.３％です。塩谷町を見ると、ここは１.１万人で４７.４億円の

予算を組んでいますけども、公債費は１０％なのです。特に比較に出される高根沢町、３万人

弱ですけども、２.９万人で、過去最高の９６.３億円を組んでいます。公債費はうちの半分、

６.８％なんです。したがって、この公債費１３％にも達している本市の予算規模というのは

本当にいいのだろうかと言われても仕方がない状態だと思います。これは私も責任の重さを本

当に市民の皆さんと話をするとずしんと感じてしまうんです。毎年考えられる方策をやっても

１６.９億円の予算不足が毎年生じると総合政策課からの説明があって、全市民にこの状態を

説明し、全市民で我慢できることは我慢することを訴えようと議会でも皆さんと一緒に誓った

はずなのに、なぜ新しく、半分になったとはいえ、４.８億円もの新規借金、市債の発行をし

てまで予算を組むなのかというのは再確認したいと思うんですけども、この借金は少しずつ減

らしはしているんですけども、新しく市債発行をして、新規に借金を追加してまでこういう規

模の予算を組むのか。特に質問したいのは、借金をしてまで組むという文化をいつまで続ける

のかというのだけは確認しておきたいと思います。それが１点目です。 

 それと、２つ目ですけども、福祉関係で、市民にとってとてもありがたい新規事業、例えば、

これもうれしいのですけども、病児児童の預かりや土日デマンドタクシーとか、あとは農業委

員の給料を上げるとか、これはすごくやってあげたいのはやまやまなのですけども、こういう

費用負担につながるものが多過ぎるのではないかなというのを感じるのです。これらはどうし

ても必要不可欠であるとすれば、執行部として議会に提案する場合は、これをやめてでもこの

新しいのをやりたいのだという情熱を持って提案すべきだと思うのです。そうしないと、我々

市民に納得してもらえる判断を議員ができないので、ぜひそうしてほしいと思うのです。この

新しいことはすばらしいので、これを我慢するから、それでもやってほしいのだという提案で

あると、市民にも納得をもらえると思うのです。その見解、２つ目です。 
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 それと、次の３つ目なのですけども、一般会計予算の概要の中で、歳入の中で自主財源比率、

ことしは３４.２％になったと説明がありますけれども、今までこの議論は何度もあったと思

いますけども、本市の自主財源比率、この目標というのは一体何％をめどにしたいのだという

のをお示しいただきたいのですけども、目標がないのはやはりおかしいので、そこを目がけて

みんな努力しようという議論が必要ではないかと思って３つ目の質問です。 

 あと、この概要の中で、これは私も笑いながらなんですけど、１２ページを開いてください。

１２ページに一般家計に例えるとというすごくわかりやすい説明になっているんですけども、

これが家計簿に置きかえて読んでいくと、旅行や娯楽やゴルフなどの人生を謳歌する項目が全

くないので、ただ、生きていくだけの予算、本市の状況ということを説明したいのかというふ

うにうがった見方をしてしまうのです。ただ、貯金があるので、貯金を切り崩して、１５万

４,０００円を使えということでありますけども、ただ、将来のための貯金というのが全くあ

り得ないのかなと読めるのですけども、多分そうだと思うのですけども、きのう先輩議員の中

には、いろいろな貯金があるから、これも使ってはどうかみたいな話があったんですけども、

ただ、そういうことは別にしましても、やはり家計の予算の中では必ず娯楽というのを入れて、

それで、借金とか、そういうのはどうするのだみたいなことを言わないと、市民にわかっても

らえないのではないかと思うので、この辺は笑顔で結構なので、回答をいただければと思いま

す。これが４つ目です。 

 あとは、予算概要書に行きます。１ページに企業誘致事業費、１億３,６４１万６,０００円。

予算書では４７ページの商工費に入っていますけども、多大な予算を組んでいますけれども、

具体的にどのような業種にどんなアプローチをするのかと……。（「言ったよ」の声あり）今

言ったか。それで、僕が言いたいのは、今までと同じことをやってはだめなので、そこの視点

だけを答えてもらえればと思います。 

 それと、次に、今度は予算書２０ページに１５款３項１目総務費委託金が昨年比から

３,２００万円近く大きく減少しているので、これは今後の見通しも含めて内訳を伺いたいと

思います。 

 それと、次、５０ページに歳出の８款２項３項目道路新設改良費が昨年と比べて

３,１００万円ほど大きく減少していますけども、この減少の理由、今後の見通しも含めて見

解を伺うんですけども、これも財源から考えて、我慢できるものは我慢するためにとったとい

うふうに読んでいいのかどうか。それであれば、やはりみんなで我慢しようという、新規につ

くるものは、そういう説明ができるようにしてほしいのですけども、その真意を確認したいと

思います。 

 それと、６２ページの歳出、１２款１項２目利子が１,４００万円ほど減少しています。こ
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れは市債の残高が減ったから効いているのか、それとも利率が下がったからなのかを伺いたい

のですけども、特に利率というのは、もう本当に一定の比率でずっと契約をしているのか、そ

れとも下げるとか、そういう検討はないのかどうかというのも含めて教えてください。 

 それと、この概要の中に各種積立基金が１５ページにあります。この中で新庁舎整備基金が

あります。これが平成２８年度末で３億４９２万５,０００円で、１年後の２９年度末の基金

が３億５００万２,０００円とありまして、ほとんど変わっていないのは、これは積み立てる

ことができないと読めるのか、その辺も、これは私が間違っていることを期待しているのです

けども、見解も含めて教えてください。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  坂本総合政策課長。 

○総合政策課長（坂本正一）  まず、公債費です。予算１１０億円に対しての公債費の率が

適正かどうかということでございますけれども、こちらにつきましては、現在、先ごろ中長期

財政計画を進めさせていただきましたけれども、平成２８年度、２９年度あたりが今まで合併

特例債等を活用してまいりました償還のピークを迎えているということで、予算規模に対する

比率が若干高目になっている。今後は中長期財政計画にも示させていただきましたが、現行の

まま推移すれば、地方債の残高、それから、公債費も減少してまいります。これが適正かどう

かということについては毎年９月定例議会におきまして実質公債費比率・将来負担比率につき

まして報告させていただいておりますけれども、現在の比率につきましてはほぼ適正な数字だ

ということで御報告をさせていただいているところでございます。 

 それから、新規事業がふえて、ほかに行革している部分がないのかということでありますが、

当然歳入、予算の財源は限られているところでございますので、新規の事業を立ち上げるに当

たりましては、これまで実施してきました事業について見直しをしながらその財源を確保して

新規事業に振り向けているというところでございます。 

 それから、自主財源比率の目標はどうなんだということでありますけれども、現在手元に県

全体の平均の数字を持ち合わせておりませんけれども、目標とすれば、県内市町村の平均の数

字を目標としていければと考えてございます。 

 それから、概要書の１２ページの家計簿の話でございます。娯楽に要する経費が見当たらな

いということでありますけれども、本市の予算の状況についてはこれまでもお話しさせていた

だいておりますように、経常収支比率が９０％を超えている、いわゆる義務的にお金を支出し

なければならないのが９割以上占めているということでありますので、なかなか娯楽に相当す

る部分にお金を回していくということが難しいということでございますので、御理解をいただ

きたいと思います。 



平成29年第１回３月定例会 第５日 

－281－ 

 それから、予算書の２０ページの総務費委託金３,２００万円ほど減額になっているけれど

も、これはどういうことなんだということなのですが、基本的には前のものも国から委託金等

返還いたしますけれども、大きい要因としては、選挙の関係の委託金が減少になっているとい

うところでございます。 

 それから、予算書の６２ページの利子減になっているということでございますが、これは毎

年、先ほど申しましたように、平成２８年度あたりがピークでございますので、これから少し

ずつ元利償還金が前年から減少していくという見通しでございます。利率の部分でございます

が、こちらにつきましては、特に市中金融機関からの借り入れが今中心でございますけれども、

そちらにつきましては、各金融機関からの見積もりを徴収いたしまして、一番低利な金融機関

から借り入れをするということで利率については調整をさせていただいているところでござい

ます。 

 新庁舎整備基金、増額しないのはなぜかということでございますが、新庁舎整備基金につき

ましては、当該年度の決算処分の際に決算剰余金の中から一定額を積み立てるということで計

画しておりますので、予算上は予算の中でなかなか積立金を確保するというのは財源的に難し

いものですから、本年度も平成２８年度の決算剰余金の中から一部積み立てていきたいと考え

てございます。 

○議長（渡辺健寿）  石川商工観光課長。 

○商工観光課長（石川 浩）  予算書概要書の１ページの企業誘致事業費についてお答え申

し上げます。金額は１億３,６４１万６,０００円ですが、内容につきましては、先ほど相馬議

員にお答えしたとおり、企業誘致奨励金でございます。奨励金が１億３,６２１万６,０００円

でございます。その内訳としましては、太陽光以外の企業誘致としましては３件、４６２万

１,０００円、太陽光部分、太陽光発電所分として２１件、１億３,１５９万５,０００円の見

込みでございます。全事業費としましては、６,０５３万２,０００円増額しておりますが、先

ほどお答えしましたように、鴻野山に設置されましたケン・コーポレーションの太陽光発電の

奨励金の増設部分が影響しているものでございます。 

 なお、同じことということなのですが、企業誘致の奨励金の金額の大小はいずれにしてもメ

ニュー数としましてはほかの市町村と遜色ないものと私は思っておりますので、それらを活用

した企業誘致を行っていきたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  小田倉都市建設課長。 

○都市建設課長（小田倉 浩）  私どもは予算書の５０ページ、道路新設改良費の中の道路

整備費の減額になったという説明をさせていただきます。道路整備費につきましては３種類ご
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ざいまして、１種類が国の交付金が入ってくる事業です。その裏負担をするということです。

あと、合併特例債を利用した事業と、あと、純粋に全て自主財源でやるという単独事業と３種

類ございます。そのうち国庫が６カ所、合併特例債が１カ所、単独が３カ所で、合計当初予算

で１０カ所エントリーさせてもらいましたが、減額の理由としましては、皆さん御存じのよう

に国の財政も火の車の状態でございますので、その交付金の、要するに見込みで宛てがう交付

金を昨年度よりは減額になるんじゃないかという、国のほう、それと、あと単独事業です。単

独事業というのは財源の確保ができなければできませんので、そちらの絡みで昨年度に比べて

減額させていただきました。 

 以上でございます。 

○議長（渡辺健寿）  ２番小堀道和議員。 

○２番（小堀道和）  再確認ですけども、予算規模の話と、あと、公債を新しく発行してま

でやるのかというやつに関しては、今の説明でわかったような、わからないようなことなんで

すけども、新しい借金をしてまでやるのかというやつに関してはもう一度明快に答えてほしい

と思います。 

 あと、この予算を家計簿に例えるというのは、今の執行部の説明は翻訳して我々も市民に説

明する必要があると思うんです。そういうことで、当分娯楽は控えてみんなで我慢することは

我慢しようと、そう言ってしまうと、暗い市になってしまうので、その中でも工夫してお金を

使おうということを言いながら、市の財政をみんなでＰＲする必要があるのかと思いましたの

で、そこの答弁はいいですけども、そんなことを我々の課題にしたいと思いました。 

 それと、道路の新設はそのとおりなので、この辺もやはり市民にＰＲしなければいけないか

と思いながら聞いていました。そうはいっても頭を使いながら新規も多少できるようなことも

ぜひお願いしたいというのが感想です。 

 それと、この市債の、銀行からの借り入れの利率については、これというのは定期的な見直

しというのを契約の中でうたっているのか、それとも思いつきのときにやるみたいなことなの

か、わからなかったので、その辺を教えてください。 

 あと、基金に関しては多分今年も積み上げることができるのではないかと思うのですけども、

予算の中で明確に入れておく必要もあるのかというのは感想です。 

 そういうことで、何点か今の再質問に答えていただければと思います。 

○議長（渡辺健寿）  坂本総合政策課長。 

○総合政策課長（坂本正一）  公債費の比率が高い中で今後も起債を使った事業を展開して

いくのかどうかということでございますが、起債の内容につきましては、予算書の８ページに

その内訳を掲載させていただいております。先ほど御説明いただいた市道整備に係る起債、こ
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ちらは合併特例債を活用しまして市道の路線整備をするものでございます。辺地対策事業につ

きましても市道の整備に充てている起債でございます。 

 それから、臨時財政対策債、こちらについては本来地方交付税で措置していただける金額で

ございますけれども、国の財政上の都合で一旦各地方自治体で起債を起こしてその元利償還金

については１００％交付税で見てあげますという制度でございますので、こちらは交付税の縮

減に対する代がえ措置ということでございますので、どうしても活用せざるを得ない部分でご

ざいます。 

 市道整備事業につきましては、先ほど予算が少ないのではないかというお話もございました

が、計画的にこれまで市道各路線の整備を行っておりますので、そちらの財源として活用させ

ていただいているということでございます。 

 それから、起債の利率の見直しの関係ですが、今の金融機関等の間で結んでいる契約の中で

は１０年目で利率の見直しを行うということで、１０年目に利率が、市中金利が下がっている

場合には低い利率で再度利率の見直しを行うということで進めてございます。 

○２番（小堀道和）  結構ではないけど、結構です。 

○議長（渡辺健寿）  次はどうか。 

 ３番滝口貴史議員。 

○３番（滝口貴史）  総括質疑ですので、私の総務常任委員会を除いた質問をさせていただ

きます。 

 まず、当初予算書の３７ページ、民生費、民生福祉総務費、ファミリーサポートセンター事

業費３万３,０００円について質問いたします。昨年度からファミリーサポートセンター事業

がスタートしましたが、援助会員及び依頼会員とも少ない状況であったと聞いております。積

極的な周知活動による事業推進を図っていくべきだと考えますが、予算は昨年度の当初予算

９万２,０００円よりも少ない３万３,０００円であります。現在の運用状況と平成２９年度の

取り組みについて伺います。 

 ２点目です。当初予算４０ページ、衛生費、保健衛生費、健康づくり事業費８４万

２,０００円について質問いたします。平成２９年度から健康マイレージ事業として８４万

２,０００円が新規に計上されています。昨日同僚議員が行った一般質問の際に、事業の効率

的な展開に向け、今後は関係課との連携強化を進めていくと答弁が行われたと思います。そも

そも健康マイレージ事業推進するための制度設計の段階において、連携を図った上で予算化を

進めるべきではないかと僕は思うのですが、制度設計に当たりどのような調整がありましたか、

お答え願いたいと思います。 

 次に、当初予算４１ページ、衛生費の環境衛生費、環境対策事業費１,１３０万４,０００円
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です。このうち環境基本計画策定事業費として動植物概況調査業務１９４万５,０００円を計

上しているが、何のためにどのような事業をするか、お願いいたします。 

 次、４１ページ、同じ環境衛生費の中から環境衛生事務局費、野犬対策事業費、こんなに野

犬がいるというのに９,０００円という予算でびっくりしたんですが、これについてもお願い

いたします。 

 次に、５点目です。商工費、観光費、観光振興費、４８ページ、１,７３２万１,０００円。

この中に、私１２月に質問いたしましたいかんべ祭事業補助金として３００万円が計上されて

いると思うのですが、この件に関しては１２月にさまざま一般質問で提言をさせていただいた

ことから、内容を踏まえ、市長が１月中旬ごろまでの市長査定によって内容をほぼ決めるとい

う答弁をしていますので、これは市長に答弁をお願いいたします。 

 ６番目、次に、当初予算、衛生費の保健衛生費、乳幼児予防接種補助金として３３１万

６,０００円が計上されまして、昨年当初予算３７万９,５００円と比較すれば、２９３万

６,５００円増加しています。これは子供のインフルエンザの予防接種の助成を新規にすると

いうことですが、単なる増加であるかどうかと、また、子育て支援策には非常によいことでは

あるが、ただつくっただけではなく、何か壊したものがあるのかお伺いいたします。 

 次に、教育費、８６ページです。教育総務費。烏山高等学校の通学補助、平成２９年度は

７００万円を計上しておられると思います。恐らくこの件に関しては今まで文教福祉常任委員

会からも見直しを求める意見が出されていると私は記憶しておりますが、今年度の烏山高校の

最終倍率は昨年度よりは少ない、倍率が低い状況になり、定員割れが確実な状況となっており

ます。補助金の交付により抑止力がつながっているという考えもできなくはないが、今後もこ

の考えを継続していく考えか、これは教育長にお願いいたします。 

 最後に、概要書の２０ページ、文武両道教育事業費、スーパーティーチャーとＪＦＡ夢の教

室の派遣等で昨年よりも７.９％増の２４２万１,０００円計上されています。この増額の理由

をお願いいたします。 

 以上お願いします。 

○議長（渡辺健寿）  大谷市長。 

○市長（大谷範雄）  いかんべ祭補助金につきまして私に御質問ございました。お答えいた

します。 

 いかんべ祭実行委員会、昨年の１０月に開催をされまして、諸般の理由によりましてこのい

かんべ祭の実行委員会としては解散をする旨、報告がございました。その際、顧問として私も

呼ばれたわけでございますけれども、その席上、皆様方解散やむなしということで可決をされ

たわけでございます。その報告は、実行委員会としては解散をして、そのいかんべ祭の事務を
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市にお返しをするという報告でございました。その中のいろんな意見といたしましては、存続

を求める意見、あるいは見直しをしながら存続すべきという意見も多数あったわけでございま

す。そのようなところから、市長裁定までにはその是非も含めて検討するとお答えしたと思い

ます。そのようなところから、市といたしましても、この４０回続いているいかんべ祭、この

存続に向けて新たな実行委員会を立ち上げながら存続していきたい、このようなところを判断

したわけでございます。 

 したがって、補助金については３００万円ということを計上させていただきましたので、ぜ

ひいろんな団体に今この協力を呼びかけておりますので、どうか議員各位も御協力をいただき

ますようにお願いいたしたいと思います。 

 そのようなことで、３００万円の予算を計上したということでございますので、御理解いた

だきたいと思います。 

○議長（渡辺健寿）  齋藤こども課長。 

○こども課長（齋藤 進）  私の質問、３点あったかと思います。ファミリーサポートセン

ター、予防接種の件、また、子育て世代包括支援センターで何かほかに影響があったのかとい

う内容だったと思います。 

 ファミリーサポートセンターでございますが、現在４名の方が登録されております。援助会

員、支援員、２名、２名になっております。少ないのではないかということで御指摘されてお

ります。現在のＰＲ方法につきましては、お知らせ版、広報、ホームページ、また、団体へ赴

いてＰＲしているのが現状でございまして、来年も同様に、お知らせ版、ホームページ、機会

がありましたら、広報等も使って、あと、団体への出張も積極的にやっていきたいと思ってお

ります。 

 もう１点、予防接種でふえた部分について、これはインフルエンザかという話なんですが、

インフルエンザの予算ではございません。インフルエンザの予算というか、予防接種の部分で

いいますと、材料費でいいますと、昨年Ｂ型肝炎が定期接種になりましたので、その分の追加

があったので、ふえたと。インフルエンザについては現在、矢板議員の質問にもありましたが、

補助制度でやっていきたいということで、別の項目で３０６万円だと思いますけども、入れて

おります。インフルエンザは不定期で、Ｂ型肝炎は定期ですので、その辺が予算の組み立てが

違っております。 

 もう１つ、子育て支援センター、これは子育て世代包括支援センターのことだと思うのです

けども、基本的にほかの予算を壊してこれに入れたのかということでございますが、今までや

っていた母子保健事業をそのまま継続して強化していくということで進めていますので、これ

を設置することで事業を廃止したとかいうのはございません。逆に強化しているというスタン
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スでございます。 

 以上でございます。 

○議長（渡辺健寿）  福田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（福田 守）  では、私から４０ページの健康づくり事業、その中の健康マ

イレージ事業についてお答えしたいと思います。これにつきましては、本年度健康づくりのプ

ラン、健康プランという指標になる計画をつくっているのが健康づくりの推進協議会というと

ころで検討しながらやっているわけでございますが、その健康づくりの話し合いの中で健康づ

くりの関心が少ない層の動機づけ、何か方策ということで考えたところでございまして、これ

につきましては、プロジェクトチームというか、やりまして、まちづくり課、商工観光課、こ

ども課、市民課等、あと、生涯学習課等の職員が参加してこのプランを立ち上げたところでご

ざいます。これにつきましては、とりあえず平成２９年度はまずやってみようということでこ

ういったものをつくってみまして、これから実施に向けてほかの課も関係してくるということ

になりましたと、そちらを巻き込んでまた事業拡大をしていきたいと考えています。 

 今回のポイントの対象になるのも、今言った健康福祉課の事業、生涯学習課のマラソン大会

とか、ハイキングとか、そういった事業、その他ほかの課でやっている事業、ボランティア事

業とかも参加したものについてポイントの対象とするようにしていますので、今後まだまだほ

かの課でやった事業に参加したものもポイントということであれば、そちらを巻き込んでいき

たいと考えております。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  薄井環境課長。 

○環境課長（薄井時夫）  予算書４１ページの御質問ですが、４１ページの環境衛生費の右

側のところに環境衛生事業費６,０５３万円の予算の中の野犬対策費９,０００円というのがご

ざいますが、その内容と環境対策費１,１３０万４,０００円の中の環境基本計画策定事業費

１９４万５,０００円の御質問かと思いますが、まず、野犬対策事業９,０００円でございます。

その内容は、餌代ということになります。御案内のとおり、野犬対策の事務につきましては栃

木県の事務ということになっておりまして、市と県がタイアップいたしまして、その間に動物

愛護センターを介しまして実施しているというのが内容でございます。先月、２月中旬から

３月上旬にかけて結構今回犬がかなり捕まりまして、志鳥地区、川井地区、それから、八ケ代

地区を含めまして１６頭ということで、わなにつきましても、動物愛護センターのわな、それ

から、わなそのものにつきましては環境課でも持っておりますので、その貸し出し、そういう

協力をしながら進めております。予算上は餌代だけを計上させていただいています。 

 それから、環境衛生対策事業・環境基本計画策定事業費につきましては、先ほど相馬議員か
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らも御質問ありましたので、一部ダブりますが、お答えさせていただきます。環境基本計画、

これは第１次、合併後の平成２０年に策定しました。それから、１０年たちまして、平成

３０年に第２次を策定するということで今準備いたしております。その前年度、平成２９年度

に基礎調査を実施するということで、その予算を計上させていただきました。委託費で

１７８万２,０００円ということになります。一部繰り返しになりますが、市内２地区に分け

まして、いわゆる森林・丘陵地区、それから、水田・河川地区の大きく２地区に分けまして詳

細調査を実施します。まず、植物調査は夏期に、それから、哺乳類は５月下旬から６月上旬、

鳥類が５月下旬から６月上旬、両生類が５月上旬、爬虫類が５月上旬、昆虫類が６月から７月

ということで総合調査を実施いたしまして、広域的な環境に配慮した計画を策定するというこ

とで準備を進めております。 

 以上でございます。 

○議長（渡辺健寿）  田代教育長。 

○教育長（田代和義）  それでは、予算書の８６ページ、高等学校教育振興事業費補助金

７００万円ということで、今後も継続するのかという質問の趣旨だったかと思いますが、お答

えいたしたいと思います。現在約１２０名の生徒がこの補助事業の補助金を受けまして烏山高

校に通学しております。ただ、きのう入試ということで、この数が来年以降どうなるかという

のは、若干変更も出てくるかと思いますが、ただ、いずれにいたしましても、烏山高校と馬頭

高校の募集定員の合計が３４５名ということで、本地区那須烏山市、それから、那珂川町の中

学生の数を募集定員のほうが上回っているという状況はもうここ三、四年前から継続して、そ

の差が開きつつあるという状況でございます。一応教育委員会といたしましては、できるだけ

補助を継続させていただいて、やはり他地区から生徒を連れてこないと定員が満たないという

現状、それから、もう１つは、私はもう立場を離れてしまいましたので、余り踏み込んだ話は

できませんが、募集定員そのものを変更してもらうという働きかけも高校から当然出てくるべ

きものではないかと思います。 

 ただ、いずれにいたしましても、無制限に補助金を上げていくと、数がふえたからというこ

とではない袖は振れない部分もありますし、非常に予算規模も縮小されていくという状況の中

でなかなか現行と同じ制度でというのは難しいと思いますので、那珂川町は上限を設けて補助

しているのです。そういう部分も念頭に入れながら、今後できる限り継続できる方向と、それ

から、継続できる方策を両方面から対策を講じながら考えてまいりたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  岩附学校教育課長。 

○学校教育課長（岩附利克）  それでは、文武両道ということで答弁させていただきたいと
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思います。文武両道につきましては三つの事業をやっております。１つは、スーパーティーチ

ャーの育成事業、それと夢の教室、それと神奈川大等の交流事業ということで３つの事業をや

っておりまして、それで、スーパーティーチャー事業については１２１万２,０００円、夢の

教室が９８万円、神奈川大との交流等について２２万９,０００円ということで、総額

２４２万１,０００円ほど計上しております。昨年度は２２４万４,０００円ということで、

１７万７,０００円増額になっておりますが、これにつきましては、スーパーティーチャー育

成事業で、ことしも７名の教諭を２回派遣したいということで、その分が増額ということにな

っております。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  ３番滝口貴史議員。 

○３番（滝口貴史）  何点か再質問させていただきます。 

 市長に、今いかんべ祭で現在決まっていることを、現段階でいろいろ決まって、予算もつい

たので、いろいろなところにお声がけをしているようなお話を私もお聞きしました。それで、

現段階で決まっていることがあれば、教えていただきたいと思います。まだ白紙であれば、白

紙で仕方ないと思います。 

 インフルエンザの予防接種の話で、新規助成するということであることは私も理解、そのた

めに僕が聞きたいのは、高齢者の予算が少し削られているのです。ですから、それがスクラッ

プ・アンド・ビルドで、痛みを高齢者に分かち合ってもらっているのかという質問だったので

すけども、もう１回答弁をお願いいたします。 

 あと、文武両道事業費については了解しました。スーパーティーチャー、ことしはどこへ行

くかだけ決まっていれば教えてください。 

 それと、烏山高校の補助金、やはり本当に私の市は財政が厳しい中、ほかの市町村の人に補

助をしているという苦情もお聞きすることも多々あります。子供がいる世代ですから、親御さ

んの話でも烏山高校だけ何で補助があるのだろう、だからといっても烏山高校ではないほかの

高校に行く、そこではなくて、烏山高等学校に魅力づくりが大事だと思うのです。それについ

て教育長、もう１回お願いします。 

 その４点お願いします。 

○議長（渡辺健寿）  大谷市長。 

○市長（大谷範雄）  いかんべ祭の現在の現状でございますけれども、私どもは各団体に要

望しているという状況でございまして、企画等については白紙でございますので、御理解いた

だきたいと思います。 

○議長（渡辺健寿）  福田健康福祉課長。 
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○健康福祉課長（福田 守）  高齢者のインフルエンザでお答えしたいと思います。スクラ

ップ・アンド・ビルドということになるかと、結果的にはなってしまったのですが、高齢者の

インフルエンザの助成につきましては、今まで全額、１回目４,５００円という助成をしてい

たわけですが、年々インフルエンザ予防接種費用が上がってきまして、それを全額負担すると

いうことではどうなのかということで見直しを図りました。県内の助成制度といろいろ見直し

を図った中で限度額というのを設ける必要があるかということで、限度額の設定ということで

させていただきまして、来年度の助成につきましては１人当たり３,５００円の限度額という

ことでの予定をしています。今まで４,５００円、同じ金額の接種料でありますと、１人当た

り１,０００円の個人負担が発生してしまう。ここで財政的には６００万円ぐらい浮くように

はなるんですが、あとは医療機関の取り決めになりますので、医療機関で何か今までだと２回

目４,０００円ぐらいでやっている医療機関もあるし、３,５００円でやっているところもあり

ますので、それは医療機関これから、市では３,５００円しか出さない、それ以上につきまし

ては医療機関によって若干変わってくるところもあるかと思いますが、個人負担を求めるとい

うふうに変更させていただきました。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  岩附学校教育長。 

○学校教育課長（岩附利克）  スーパーティーチャー育成事業の行き先でございますが、今

年度も福井県を予定しております。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  田代教育長。 

○教育長（田代和義）  それでは、烏山高校の通学補助ということですが、先ほどできるだ

け条件等鑑みながら継続したいということでお話し申し上げましたが、一方で議員がおっしゃ

るように、烏山高校自体の魅力がなければなかなか来ない、正直なところ、嫌みな言い方をす

れば、教職員の子弟も外に出てしまうというケースが結構多々見られるわけですので、そのた

めには、やはり魅力というのはこれまでの一般質問の中でも烏山学その他いろいろな話が、ま

ちづくりとか出てきましたが、中学生に一番アピールするのは進路がどれだけ成就するかとい

う部分でございますので、そういった点につきましては、両校の、両校というか、特に烏山高

校の校長とまたお互いに意見交換しながら、そういったアピールの仕方についても、需要が本

来は成就するパターンができているにもかかわらず、私も若干アピールが足りないのではない

かという見方で、時折大川校長とは話したりしておりますけれども、また、そういった部分に

ついて市として、また、教育長としてできる範囲でサゼッションして、また、意見交換をして

まいりたいと思っております。 
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 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  こども課長から一部訂正があるそうです。要点だけお願いします。 

 齋藤こども課長。 

○こども課長（齋藤 進）  先ほどインフルエンザ予防接種の点でＢ型肝炎とインフルエン

ザが影響しますという答弁をしてしまいましたが、Ｂ型肝炎は今年度もう既に定期になってい

ますので、実質インフルエンザ予防接種の額が増額になっております。大変失礼しました。 

○議長（渡辺健寿）  ３番滝口貴史議員。 

○３番（滝口貴史）  インフルエンザの件でございますが、高齢者には痛みを伴っていただ

いて、若者というか、乳幼児、子供にインフルエンザの予防接種補助金ができたことは本当に

スクラップ・アンド・ビルドで、大変僕はすばらしいことだと思います。 

 それと、市長、いかんべ祭につきましてはぜひ、市民の楽しみの１つでありますから、どう

ぞよろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  いいですか。 

○３番（滝口貴史）  以上です。 

○議長（渡辺健寿）  ここで暫時休憩いたします。 

休憩 午前１１時１４分 

 

再開 午前１１時２５分 

○議長（渡辺健寿）  休憩前に引き続き再開します。 

 質疑を継続します。 

 ４番矢板清枝議員。 

○４番（矢板清枝）  それでは、質問させていただきます。 

 予算書から２９ページ、２款総務費、１１目交通安全対策費の中の運転免許自主返納者支援

費ということで、３４万１,０００円で２万７,０００円の増となっています。今回来年度は何

人ぐらいの方の自主返納者を考えているのか、どのように推進していくのか、また、返納され

た方への手当てみたいなものは何を考えているのかを伺いたいと思います。 

 それから、１６７ページ、３款地域支援事業費、６目の認知症総合支援事業費、３８６万

５,０００円を計上していますけれども、内容の確認ということでさせていただきたいと思い

ます。 

 続きまして、７５ページ、甲種防火管理者講習受講料ということで、昨年はなく、今年度

１万９,５００円を計上されていますけれども、これは１名分で受講するという、何のどんな
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種類があるのかという、そのことについて伺いたいと思います。 

 同じく７５ページ、一般コミュニティ助成事業補助金ということで１,６２０万が計上され

ていまして、昨年度より１,３７０万の差額で多くなっていますけれども、この事業内容を確

認させてください。 

 それから、同じ７５ページで、ツール・ド・とちぎ運営負担金ということが計上されていま

して、８０万円が計上されていますけれども、それも確認したいと思います。 

 次の８７ページ、とちぎ結婚支援センター運営負担金ということで５万円が計上されていま

すけれども、これは県で始める事業の運営金を出すのか、どうなのかということを伺いたいと

思います。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  清水総務課長。 

○総務課長（清水敏夫）  予算書２９ページ、一番下の運転免許証自主返納者支援費３４万

１,０００円の内容でございますが、平成２９年度は２０人分を見込んでおります。１万

５,０００円のタクシー券並びに市営バスの乗車券いずれか選択ということで支給しますこと

と、自転車の乗車で希望される方についてはヘルメットの支給ということで予算を計上させて

いただいております。 

 続いて、７４ページ、甲種防火管理者でございますが、一応甲種と乙種というものがござい

ます。私どもは、この規模とか、入る事業所のものによって違ってきますが、通常は甲種の防

火管理者ということで１０時間程度の講習を受けるものでございます。乙種につきましては非

常に小規模なものということで、施設を対象にした防火管理者というもので、講習時間も約半

分ということです。それらについては細かい、その入っている業種ごとによって違いますので、

ここでは説明は省略させていただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  佐藤まちづくり課長。 

○まちづくり課長（佐藤博樹）  予算書７５ページ、コミュニティ助成事業の関係で、増額

の理由でございます。コミュニティ助成事業につきましては、財団法人自治総合センターコミ

ュニティ助成事業という事業を活用して対応しているものでございます。来年度につきまして

は、自治会の公民館を建てる予算をとってございますので、それに係る経費が１,２２０万円

ほど計上してございますので、おおむねその経費に充てるものでございます。そのほかに自治

会で使う、おはやしに係る費用とか、あとはエアコンの改修、そういったものもコミュニティ

助成事業の対象となっておりますので、それも含めて１,３７０万円のプラスとなっておりま

す。 
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 もう１つ、ツール・ド・とちぎの助成金でございますが、これにつきましては平成２７年度

の加速化交付金ということで繰越明許になっておりましたが、ことしの３月３１日から４月

２日にかけて平成２８年度事業としてツール・ド・とちぎ第１回目が開催されます。お手元の

平成２９年度の８０万円につきましては、これの第２回目になる予算としておりますが、これ

につきましては栃木県が運営主体となってそこに対する費用負担ということでございます。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  福田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（福田 守）  私は介護保険特別会計で御質問がありました認知症の総合事

業の内訳ということでございますが、これにつきましては平成２８年度と余り変わりはござい

ませんが、認知症の推進員の嘱託職員１名と、それと介護予防大会、あとは認知症サロン、物

忘れ相談等の教室等、あとは認知症サポーターの養成講座の開催ということでございます。 

○議長（渡辺健寿）  柳田生涯学習課長。 

○生涯学習課長（柳田啓之）  私からは予算書の８７ページ、とちぎ結婚支援センター運営

負担金について御説明いたします。これにつきましては栃木県で新たに平成２９年度から稼働

する結婚支援センターへの市町村の負担金でございます。 

 以上でございます。 

○議長（渡辺健寿）  ４番矢板清枝議員。 

○４番（矢板清枝）  大体わかりました。ですが、もう一度何点か再質問させていただきま

す。 

 認知症予防のサポーターということで来年度も考えているということなのですが、何名ぐら

いふやす予定か、どんな形で認知症サポーター講座みたいなのを開く予定があるのかというこ

とをお聞きしたいと思います。 

 それから、コミュニティ助成事業のところで自治会の公民館を改修するということで、これ

はどこが対象になっているのかという地区名など、わかりましたら教えていただければと思い

ます。 

 それから、このとちぎ結婚支援センターへの運営負担金ということで、県で始まる事業の負

担金ということで、本市では負担金を出すだけで、どのような支援というか、運用が一緒にな

されるのかという内容は決まってわかっているのかという確認をとりたいのですけれども、お

願いします。 

○議長（渡辺健寿）  福田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（福田 守）  認知症サポーターの養成講座でございますが、各学校と一般

対象ということで、学校につきましては小学生が大体２５０人、中学生２００人、一般が
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２００人ということで現状は考えております。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  佐藤まちづくり課長。 

○まちづくり課長（佐藤博樹）  コミュニティ助成事業の対象でございますが、自治会館を

建設予定ということで当初予算で計上させていただいているところは、高峰パークタウン自治

会になります。そのほかに一般コミュニティ助成事業ということで、大桶上自治会、あと、小

木須自治会、こちらにつきましては、はんてんとか、エアコンとかそういったものの助成に充

てるものでございます。 

 もう１つ、ツール・ド・とちぎの内容だったでしょうか。私聞き漏らしてしまったのですが、

それではないですか。済みません。 

○議長（渡辺健寿）  柳田生涯学習課長。 

○生涯学習課長（柳田啓之）  先ほどの質問は、負担金を納めて市で運用はどのように考え

ているかということだったかと思います。結婚支援センター事業につきましては、県で設置い

たしましたパソコンを介して個人で登録をしていただいてマッチングを図るという処理をして

いるところでございまして、具体的に市でということであれば、そういった御案内を差し上げ

て個人で登録をしていただくという、それの推奨ということになるかと思います。現在のとこ

ろそれを予定はしております。 

 以上です。 

○４番（矢板清枝）  了解しました。 

○議長（渡辺健寿）  ５番望月千登勢議員。 

○５番（望月千登勢）  国民健康保険でお願いいたします。国民健康保険の歳入の件でお伺

いいたします。 

○議長（渡辺健寿）  望月議員、文教福祉の委員ということで福祉のほうは、はい。 

○５番（望月千登勢）  そうですね、はい。わかりました。 

○議長（渡辺健寿）  委員会でお願いします。 

○５番（望月千登勢）  実は予算で調べていてお聞きしたいところがございます。実質公債

費比率で大変縮小する形で努力されているのですが、パーセンテージとして８.４％とか、

７.７％という数字が私の調べたところで出ているのです。さらには公債費負担比率というの

が平成２６年度１４.９％であって、さらにそれが上がっていく様子が見られているのです。

公債費負担比率が１５％になると、危険ラインというか、警戒ラインだという設定が財政では

出されている数字なんですけれども、今後我が市の公債費比率というのは減少傾向に向かって

いく努力の中で１５％を超えるのか超えないのかというところをお聞きしたいと思っておりま
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す。 

 さらに、いかんべ祭についてお伺いいたします。補助金のテーマはどのようなテーマで行っ

ていきたいかというところを設定しているのかお聞きしたいと思います。 

 以上２つですけれども、お願いいたします。 

○議長（渡辺健寿）  坂本総合政策課長。 

○総合政策課長（坂本正一）  公債費比率の関係でお問い合わせがございました。公債費負

担比率につきましては、一般財源のうち公債費に充当されて一般財源の割合を示す比率でござ

います。こちらにつきましては、特に１５％を超えたから、危険ラインということは示されて

おりません。起債制限比率というのが別の比率でございますが、そちらにつきましては２０％

を超えると危険ラインということでございますけれども、現在この公債費負担比率については、

平成２９年度は１５.３％というところでございますので、特段現在の段階で危険な段階にあ

るということではないのですが、ただ、先ほど申しましたように、今後公債費、今ピークの状

況にございます。平成２９年度以降徐々に公債費元利償還金の割合は縮小している傾向にござ

いますので、中長期財政計画の中でも公債費の割合は減少していくということでございます。

現実的には借りるお金と返すお金については、当然返すお金よりも借りるお金を減らしていく

ということで、これまで財政運用もしてきておりますので、今後ともそのような方針で進めて

まいりたいと考えてございます。 

○議長（渡辺健寿）  石川商工観光課長。 

○商工観光課長（石川 浩）  いかんべ祭のテーマということでございます。いかんべ祭の

内容につきましては、先ほど市長答弁のとおり、内容についてはまだ白紙状態でございますの

で、テーマについても白紙状態でございます。 

○議長（渡辺健寿）  ５番望月千登勢議員。 

○５番（望月千登勢）  いかんべ祭に関してもテーマ出しはまだ白紙状態ということですの

で、意見としてお話しさせていただきます。定住促進の場所であるというところから、キッズ

フェスタとか、子育て支援のフェスティバルをするという総合計画に合わせたようなお祭りの

開催というテーマ出しも１つとしてお願いいたします。 

 先ほどの公債費比率に関してですが、１５％というところでまだ危険な状態ではないものの、

多少警戒ラインだという財政上のラインに到達しております。今上がっておりました市債４％

という、本年度本当にこの４％が妥当であるかどうかというのは決算を見ながらでもあります

が、今後その４％を減少していく方向にあるのか、今の財政ではこの４％なくして動かない状

態なのか、そのあたりをお伺いしたいと思います。 

 さらには、いろいろな比率の目標値というものを設定して予算を立てているのか、そのあた
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りお伺いしたいんですけれども、やはり将来負担比率はこのぐらいまでにしたいだとか、公債

費負担比率はこのぐらいまでにしたいとかいう目標値があっての財政の立案なのか、そのあた

りをお願いいたします。 

○議長（渡辺健寿）  坂本総合政策課長。 

○総合政策課長（坂本正一）  先ほどの４％という数字については、起債制限比率平成

２９年度見込みは４％、先ほど申しましたように、２０％を超えた場合には危険な、危険とい

いますか、少し注意が必要だということですが、現段階では４％ということでございますので、

かといって無制限に今後起債をしていくということにはできませんので、こちらの起債制限比

率、それから、公債費負担比率等につきましてもできるだけ数値は低く抑えていきたい。でき

れば県の平均値程度には抑えていきたいと考えてございます。 

○議長（渡辺健寿）  望月議員、よろしいですか。 

○５番（望月千登勢）  はい、ありがとうございます。 

○議長（渡辺健寿）  ６番田島信二議員。 

○６番（田島信二）  ４５ページ、地籍調査４,２４１万５,０００円、地籍調査はまだまだ

続くと思うのですが、あと何年ぐらいかかるのでしょうか。 

 その次に、４９ページ、ふれあいの道づくりですが、先ほど回答があったのですが、その

６カ所がどこか教えていただきたいです。 

 ８０ページ、農業公社運営費補助金７７０万円幾らになっていますが、去年よりこれは倍ぐ

らいになっていますが、その内訳です。 

 あと、８３ページ、道路愛護会補助金ですか、２０８万円、あとは概要の８ページ、消防ポ

ンプ自動車整備等３,０１８万１,０００円、あと、消防水槽築造工事費何カ所ぐらいですか、

これ。 

 あとは、先ほど食肉センターのことが出ましたが、これは何年後を目標に補助金を出してい

るのか。あと、１日の処理頭数が決まっていると思うのですが、何頭ぐらいやるのか教えてい

ただければと思います。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  小田倉都市建設課長。 

○都市建設課長（小田倉 浩）  私からまず地籍調査事業費、４５ページ、田島議員の質問

であと何年かかるかということでよろしいのでしょうか、この予算の説明ではなくて。（「ど

この地区と……」の声あり）地籍調査につきましては、大木須、大里、あと、野上の一部とい

うことで３カ所予定しております。あと何年かかるか毎年言われているのですが、それは見込

みが今の現在では大変手間暇かかる、お金と人がかかる事業なものですから、現時点において
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完了年のところは推測できませんので、済みません、よろしくお願いします。 

 続きまして、予算書の４９ページ、先ほど相馬議員からあった４９ページの一番下段のふれ

あいの道づくり事業費８６０万円の予定なのですが、これはあくまでも予算なものですから、

予定ということで御理解してもらいたいんですが、今現在小倉、向田西二、高瀬、三箇上、曲

畑、興野下一の６カ所を予定しております。 

 続きまして、道路愛護会の補助金につきましては、例年どおり各自治会に道路愛護会という

組織が自治会単位でございまして、それに対する草刈り、道路清掃等の実績に応じた補助金で

ございます。これは栃木県の道路愛護連合会から補助金が来まして、そちらを各自治会に実績

に応じて配分するというお金になっております。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  糸井農政課長。 

○農政課長（糸井美智子）  では、私から農業公社の補助金の関係と食肉センターの関係お

答えいたします。 

 まず、農業公社の補助金上がっているということでございます。農業公社、例年運営補助金

ということで局長分の給料相当分を補助しているところでございます。ことしもその分は同程

度の金額が入ってございます。さらに平成２９年度につきましては、株式会社、分社化すると

いうことや、それから、今後の後継者というか、その辺の育成なども含め、また、さらに課題、

いろいろな要望等推進していくというところで、職員を１名増員したいということでございま

す。事務局長に後々なれるような人をということで、その人の分の給与に相当する分、その一

部を補助していただきたいということで要望がありました。この分につきましてさらに

３００万程度の補助をするということで計上させていただいております。 

 それから、食肉センターの関係でございます。食肉センターにつきましては、頭数につきま

して……。（「何年度にできるか」の声あり）済みません。平成３２年度を目標にしておりま

す。場所は芳賀町稲毛田地内ということで、旧畜産試験場跡地になります。 

 それから、１日の処理能力ということにつきましては、昨年５月３０日の、こちらは業界新

聞、日刊建設工業新聞に載った記事から拾いますと、１日に豚が２,０００頭、牛が６５頭を

想定しているということでございます。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  消防の件。清水総務課長。 

○総務課長（清水敏夫）  予算概要書８ページの消防整備費の消防ポンプ自動車整備等でご

ざいますが、ポンプ自動車につきましては谷浅見、小型ポンプにつきましては曲畑を予定して

おります。来年は２台更新を予定しております。 
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 それと、消防水利施設整備費につきましては、防火水槽を３基計画しております。ただ、こ

れは国の補助２分の１がつくかどうか大きく影響してきますので、つかなかった場合は縮小す

ることもありますが、現在のところ、志鳥、熊田、月次、しかしながら、まだ箇所が確定して

いないところもありますので、これら３カ所については流動的でありますし、または国からの

補助金のつく状況によりまして変更を考えております。 

 以上です。 

○６番（田島信二）  了解。 

○議長（渡辺健寿）  ７番川俣純子議員。 

○７番（川俣純子）  予算概要書に沿って聞いていきます。２ページの農業振興の中の中山

かぼちゃブランド向上支援事業と八溝そばブランド力向上支援事業、これは具体的にどんな団

体にどのぐらいの予算を考えているのか。また、八溝そばは購入に対してと書いてあるのです

が、これは飲食業と書いてあるのですけど、個人のお店に払っていくのかどうか、どのような

ものなのか、教えていただきたいです。 

 その次が、商店街のにぎわい支援事業というのは、もうイベントが決まっているのでしょう

か、時期とか、あと、規模みたいなものが。昨年で言えば、５月のゴールデンウイークに始ま

ったときのような、マルシェとかいうのかな、ああいう市場的なものとか、軽トラック市場み

たいなものをやる補助金なのでしょうか。 

 次に、３ページの子育て環境の充実で保育士就職奨励基金というのがあります。これは保育

士になるための人に奨学金ということなのでしょうか。それとも、就職を図るためと書いてあ

るので、まだ就職していない方にも何かそういう補助金みたいなのが出るのか、または本当に

保育士の賃金を上げたほうがいいという国の働きもある手前、とりあえず前段階でこれを組み

入れたのか。 

 あと、次が、子育て世代包括支援センター総務費のいろいろなのを拾い集めてみると、予算

書と概要でも違うし、具体的に包括支援センターの金額が３３０万円と違う金額が予算書で出

てくるので、それを確認したいと思います。 

 それにあわせて、ページが予算書になってしまうんですが、ファミリーサポート事業がたし

か平成２７年の決算では２７４万円使っているんですが、今回平成２８年、平成２９年と９万

円、３万円とがくんと下がっているんですが、その内容はどのようになっているのかもお願い

したいと思います。 

 次が、概要の９ページ、経営所得安定対策直接支払推進事業のＷＣＳ、これは内容ではなく

て、私ずっと、たしか烏高生に絵を描いてもらったりとか、そういうのをしてもらいたいと言

って２年間ぐらいは続いたんですが、その後続いていないんです。昨年の、ついこの間烏山線
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の歌をやったりとかした大学との協働のときなんかの発表には必ずこの写真が出てくるんです、

高校生がやった事業として。ですから、もしもだったら継続していくと、もっとおもしろい案

が出てくるのではないか、入り口にＷＣＳを置くとか、何か考えていただけたらいいと思って

いるので、答えてもらいたいです。 

 あと、景観形成作物推進モデル、ヒマワリとユリとありますが、聞きますと、ユリの根がお

いしくて、イノシシがそこを掘ってしまうし、そうなると、そこが餌場だと思って余計イノシ

シが来ると聞いているので、ユリではない、何か植物を代がえできるようなものに変えられな

いのか、検討していただけるかどうか。 

 あとは、これが予算書８７ページのユネスコを記念して俳句の大会をやると出ています。推

進委員会費というのがあるんですが、私自身はねんりんピックのときにせっかく俳句をやった

のに、なぜ何もやらないのかというのを今まで疑問だったので、ここに取り上げてくれるのは

ありがたいことなので、どのような事業でどのようなのを、まだ委員会だけなのか、いつから

始めるのかとか、そういうのをお答え願えるとありがたいです。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  糸井農政課長。 

○農政課長（糸井美智子）  まず、中山かぼちゃブランド力向上支援事業ということで、相

手先ということでございますが、こちらにつきましては中山かぼちゃの栽培そのものがＪＡで

事務局をしておりますカボチャ部会になっております。そちらを通しての補助ということにな

ります。それから、八溝そばブランド力向上力支援ということでございます。こちらは議員お

っしゃるとおり、市内のそば店と、いわゆる八溝そばと定義づけしておりますが、そちらを使

って加工販売をするそば店、お菓子でも構わないのですが、そういうお店に補助するという事

業でございます。ちなみに、原そばと粉によってはその量が、目方が違うのですが、１袋に対

し１,０００円の補助を買った方にお出しするという事業でございます。 

 次に、ＷＣＳの関係で、議員御提案いただいて何度かやったんですが、こちらにつきまして

は、昨年実際今やっている農業公社に確認しましたところ、見えるところに集積というか、積

むことは可能です。ただ、その後の烏高生徒の調整に至らなかったものですから、去年は実施

できませんでした。今年またまちづくり関係の支援等もやっているようですので、そちらの御

協力をいただきながら、烏高と農業公社と調整していきたいと考えております。 

 それから、景観作物で、滝地区にユリの栽培をいたしておりますが、こちらにつきましては

いろいろ、手間のかからず、お金のかからずというところで模索した結果、ユリ農家の方が廃

棄するユリの球根、それを無償で提供してくださるという申し出がありましたので、それを利

用してやっております。イノシシの好物だということですが、今のところ被害はまだ確認され
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ていません。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  石川商工観光課長。 

○商工観光課長（石川 浩）  予算概要書の２ページ、商店会にぎわい支援事業５０万円で

ございます。内容につきましては、これは新規事業としまして、市内のいわゆる商店会を形成

されているところが元気づいていただきたいという意味合いから、商店会等が主催するイベン

ト等について２分の１の補助金で限度額１０万円を交付して、その地域の活性化の一助にして

いただきたいという意味合いから本年度新たに制度をつくったものでございます。５０万円に

つきましては、１団体１０万円なので、５団体、特にどこということはありませんが、やると

ころ、また、計画しているところがあれば、活用していただきたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  予定しているものはありますかと。 

○商工観光課長（石川 浩）  失礼しました。市で予定しているものは特にありませんので、

既存の今までやっている商店会でもありますので、そちらが……。（「申し込みとかもないで

すか」の声あり）手続等については申し込みをしていただいて、計画書を出してもらってやっ

て実績報告をいただくという形になるので、そこは交付規則にのっとった手続になります。 

○議長（渡辺健寿）  齋藤こども課長。 

○こども課長（齋藤 進）  私への質問は、保育士の奨励金及び子ども・子育て世代の包括

支援センター及びファミリーサポートセンターの３点かと思います。 

 保育士の就労奨励金でございますが、議員おっしゃるとおり、保育士の確保が主でございま

す。保育士になって本市の保育士として就職していただくことを条件に奨励金を出します。そ

の奨励金を出している期間本市で就労していただければ、その補助した奨励金は返還しなくて

もいいですという内容のものでございました。これは今年度の新規事業で出させていただいた

ものでございます。 

 もう１点の子ども・子育て包括支援センターの内容でございまして、概要書では子ども・子

育て世代包括支援センターは３０２万９,０００円で計上されているんだけども、予算書上は

５３５万３,０００円ではないかという内容でございます。今般子育て世代包括支援センター、

来年度新設ということで、今までやっていた事業をここに集約した部分がありましたので、前

年度の対比で、見づらいところがあって大変申しわけなかったのですけども、申し上げますと、

まず、３０２万９,０００円概要書に出ているものはこの包括支援センターを立ち上げるため

の総務費の部分でございまして、主たるものは人件費でございます。看護師を今募集しており

まして、その人件費でございます。いわゆる事務所の機能、マンパワーの部分でございますが、
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それが３０２万９,０００円。そのほかに妊婦健診支援事業というのがありまして、これが

３０万２,０００円でございます。これにつきましては、母子保健法に基づきます母子健康手

帳の作成とか、母子管理票の策定、こういったもので、その後妊婦・産後ママサロンとか、思

春期ふれあい体験などの事業がここに盛り込まれているものでございまして、この内容が

３０万２,０００円でございます。さらに、育児支援事業が入っております。これは１２３万

３,０００円でございます。これにつきましては、出産後から子育て期の相談を行う事業であ

りまして、乳児世帯全戸訪問とか、養育支援の部分がこれでございます。あと、もう１つ、虫

歯の予防事業がございまして、７８万９,０００円、これについては議員よく御理解のところ

でございますが、具体的には計画に基づくフッ素塗布でございまして、それを合計しますと、

５３５万３,０００円になるかと思います。 

 もう１つ、ファミリーサポートセンター、平成２７年度決算では当初２７４万円で、翌年度

９万円、次年度３万３,０００円、これについては当初設立のときにファミリーサポートセン

ターに人件費が必要ということで１名の支援員を雇用しましたので、そのものでございます。

翌年度以降、今年度になりますが、事業開始ということで、人数も少ないことですので、職員

が対応していきますということになりまして、この金額になったのですが、その９万円の重立

ったものは研修費でございます。来年度３万３,０００円、さらに５万円少ないのではないか

と、それにつきましては、子ども・子育て支援事業というのが県で研修をやることになりまし

て、市でやらなくてもいいですという内容がありまして、その負担金を減らしたものでござい

ます。 

 以上でございます。 

○議長（渡辺健寿）  両方文化振興課長。 

○文化振興課長（両方 裕）  それでは、私からは予算書８７ページのユネスコ登録記念山

あげ俳句大会の実行委員会交付金１００万円の御説明を申し上げたいと思います。こちらにつ

きましては、かねて御案内のとおり、昨年烏山の山あげ行事がユネスコの無形文化遺産に登録

をされたことを記念いたしまして、この山あげ行事を全国的に知っていただくということと、

山あげを俳句の独立季語として全国的に定着させることを目的といたしまして、俳句を通して

交流の輪を広げ、当市のイメージアップにもつなげていきたいということを目的に全国大会を

開催するものでございます。 

 主催は、那須烏山市山あげ俳句全国大会実行委員会ということで、市内の俳句結社の方を中

心に過日実行委員会が立ち上がりました。これに対する交付金ということでございます。内容

といたしましては、本年の、まだ予定でございますが、１１月２６日日曜日にこの全国大会を

開催するという予定でございます。場所につきましては、烏山の公民館を会場としまして全国



平成29年第１回３月定例会 第５日 

－301－ 

大会を開催すると。大会の内容につきましては、募集句の部と、事前に俳句を募集する部と、

あとは当日の席題の部ということで、その２部構成で大会を実施するということでございまし

て、今後詳細については実行委員会と詰めていきたいと思っております。募集句の募集につい

ては今準備を進めてございまして、できれば５月の中旬から山あげ期間にかけまして７月いっ

ぱいぐらいを予定してございまして、そういうことで全国から俳句を募集して記念の俳句大会

を開催するということでございます。 

 以上でございます。 

○議長（渡辺健寿）  ７番川俣純子議員。 

○７番（川俣純子）  よくわかりました。ありがとうございます。 

 保育士の就業奨励基金というのは大体何名ぐらいを予定しているのか。那須烏山市に在住の

方で保育士の資格を取るようなということですよね。よそで後から烏山に勤めるからというの

ではなくですよね。その辺何名ぐらい用意しているのか。 

 あとは、ＷＣＳはなるべくできたらやっていただけると。せっかく１回やるとやはり、要す

るに、先輩後輩で高校生伝えていくわけですから、できたら３年生のときにやって、１年にな

ったらやりたいと思っていたことがやれなくなるというよりは、継続していくことがいろいろ

な意味での烏高のアピールになると思うので、ぜひともお願いしたいと思います。 

 ユリは食べられていないと言われましたけど、もう日光キスゲとかも全部シカに食べられて

しまうぐらい、つぼみも食べられてしまうというので、考えた方がいいのかという感じも、場

所を選ぶのかしていただけるといいと思います。 

 ユネスコ登録記念の俳句は本当にやっていただきたいので、ぜひともお願いしたいと思いま

す。せっかくねんりんピックのときに全国から集めてあれだけの大会ができて、やった経過が

あるので、初めてではないので、もう少しスムーズに、またいろいろなこともできると思うの

で、アピールにかなりなると思います。季語になったらすごいと。今「プレバト！！」という

のですか、番組でも俳句がすごい人気になっていますから、ぜひともお願いしたいと思います。 

 子育てのほうは何となくわかりましたので、大丈夫です。１つ、保育士が何名かだけ教えて

いただきたいと思います。 

○議長（渡辺健寿）  齋藤こども課長。 

○こども課長（齋藤 進）  平成２８年度はこの助成を受けた方３名でございます。平成

２９年度は５名でございます。それにつきましては、継続の方２名、新規の方３名でございま

す。３年間でございまして、１カ月３万円を予定しております。先ほどおっしゃっていました

けども、要件でございますが、住所要件はなく、本市でその期間保育士で就労していただけれ

ばいいですという内容になっていまして、もしそこで就職しないで違うところに行ったとか、
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やめてしまったとか、そういう場合は返還していただくという内容になっています。 

 以上でございます。 

○議長（渡辺健寿）  よろしいですか。 

○７番（川俣純子）  はい。 

○議長（渡辺健寿）  ここで暫時休憩いたします。 

休憩 午後 ０時１２分 

 

再開 午後 １時００分 

○議長（渡辺健寿）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ８番渋井由放議員。 

○８番（渋井由放）  それでは、４０ページ、衛生費、保健衛生費の水道事業会計繰出金

４,３５７万３,０００円です。この水道事業については特別会計でやっているわけですけれど

も、多分簡易水道を統合しているので、この繰出金が使われるのかと思います。この繰出金と

いうのはいつまで出すことができるのか、その辺についてお答えをいただければと思います。 

 あと、４１ページの環境衛生費の浄化槽の設置事業３,９５２万９,０００円です。いろいろ

な種類はあるんだと思うんですけれども、何人槽とかいうことがあるんだとは思うんですが、

全体で何台ぐらいこれを見込んでいるのか、お知らせいただければと思います。 

 あと、４５ページになりますが、これからは農林水産費ですか、団体営土地改良が６３７万

４,０００円で、市単独土地改良事業は４００万円。場所はどんなところで、どんな工事をす

るのか、どんな改良をするのかお知らせをいただければと思います。 

 次、４６ページの林業費です。林業総務費、林道維持管理費に５５４万３,０００円。どん

な内容、どの路線をどんなふうにするのかお知らせをいただければと思います。 

 あと、８０ページの豊島区交流事業の参加費というのがゼロ円になっておりますけれども、

これは参加どんなものだったのか、参加して、なぜ参加しなくなったのか、今度こういう費用

が発生しなくなったのか、その辺のところ。 

 あと、８１ページの県営基幹水利ストックマネジメント事業負担金ということで、多分これ

を読みますと、県営の基幹水路があって、その集積されたもの、その事業に関して何らかの対

策なり工事なりを行うのかなと読み取れるのですが、どのような事業なのか端的にお知らせい

ただければと、このように思います。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  奥澤上下水道課長。 

○上下水道課長（奥澤隆夫）  それでは、渋井議員からの質問に答えさせていただきます。 
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 まず、４０ページの水道事業会計繰出金につきまして、議員からもおっしゃられましたよう

に、南那須地区、七合地区、平野地区が現在水道事業を統合しておりまして、それに関する当

時の建設費の起債の償還金になっております。それにつきましてはあと３０年ぐらいかかると

いうことで、その水道事業の経営にもかかわるとは思うんですけれども、必要事項だと考えて

おります。 

 次に、４１ページの浄化槽設置基数、年間８９基でございます。 

 以上でございます。 

○議長（渡辺健寿）  糸井農政課長。 

○農政課長（糸井美智子）  私からは農地費です。まず、４５ページ、団体営土地改良、そ

れから、市単独土地改良ということでございますが、団体営土地改良事業につきましては、西

の原用水地区について県営農業水利施設ストックマネジメント事業の負担金ということでござ

います。場所は、那珂川町から那須烏山市に通じる用水路の改修で、１.５３キロメートルの

水管橋の改修ということでございます。こちらについて市町負担分のさらにその面積割で那珂

川町と那須烏山市が割合によって折半することになっておりまして、その負担金となっており

ます。それから、次に、市単独土地改良事業につきましては、今のところ要望いただいている

箇所が荒川南部土地改良地区内で、高瀬地内の用水取水口、それから、大里地内の樋門の設置、

それから、烏山土地改良区で上境地内の堰の改修、それから、南那須土地改良区の中で三箇地

内の揚水機場の導入と藤田地内のポンプ改修、それから、向田地内の共同施工ということで向

田地内とそのほかの若干の余裕を見ての補助金でございますが、それに３５０万円、そのほか

に原材料を支給する制度がございますので、それに５０万円で、合計４００万円の計上となっ

ております。 

 次に、４６ページの林業総務費でございます。林業総務費の林道維持管理費につきましては、

主なものは、林道の日常的な草刈り等の委託業務ということでございまして、これに９５万

９,０００円、それから、今年度新しく計上しましたのが、林道台帳を整備していく、その前

段で、林道にかかる橋梁点検業務委託というのを予定しております。これに４００万円の計上

をしております。その他事務費等でございます。 

 次に、豊島区交流事業の中の参加費負担金がなくなったということでございますが、こちら

につきましては、その事業等がなくなったということではなく、今まで１団体にのみこの参加

費の負担を市でしておりました。その１団体は農産物直売所関係の団体で、市でお願いしてい

た経緯がございますので、出しておりましたが、ほかの団体でも希望によって参加することが

可能でございまして、ほかの団体で、実際自腹で負担金を払っていた団体もございます。その

辺もございますので、さらに農産物直売所でもいわゆる高齢化等でなかなか行くのが大変だと
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いう話も出ておりますので、改めて新年度は公募するような形で、広く募ったような形で、行

く人は行ってくださいということで、負担金は御自分でというお願いをしたいと考えておりま

す。 

 続きまして、県営基幹水利ストックマネジメントの負担金でございます。こちらにつきまし

ては、芳賀台地内でその水利施設のストックマネジメント事業というのがあります。こちらに

つきまして、市町村ごとの受益面積による負担割合がございまして、合計で３,０００万円の

うちの那須烏山市では５.５３％の負担ということで知らされておりますので、その負担でご

ざいます。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  ８番渋井由放議員。 

○８番（渋井由放）  １つ驚いたのが、水道事業会計繰出金４,３００万円がまだ３０年繰

り出していくということで、私あの世に行きそうだなという感じがしました。それで、あとは

浄化槽設置８９基、あと、林道台帳整備ということで、橋梁点検業務、これについてはどんな

内容で誰にというか、設計屋とか工事屋とかあると思うんですけど、どんなところに委託とい

うか、依頼をする予定というか、考えなのでしょうか。 

○議長（渡辺健寿）  糸井農政課長。 

○農政課長（糸井美智子）  そこにつきましては、市の指名選考委員の名簿にあるもので通

常の選考をしていきたいとは考えております。こちらにつきまして申し添えますと、国の補助、

県の補助がつく可能性のある事業でございまして、そのつくのが平成２９年度及び３０年度ま

での実施ということになっております。平成２９年度にもしその補助がつかない場合には平成

３０年度に見送ってその補助を仰ぐという考えでおります。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  ８番渋井由放議員。 

○８番（渋井由放）  難しいのかもしれませんが、点検業務は工事屋なのか、測量屋なのか

というか、前に話をしたことがあって、工事屋も経験があるので、こういう橋梁点検できるの

ではないかということを私は言ったことがありますけど、その辺はこれからということで、ぜ

ひとも地元の建設業者も橋をつくったりなんかしていますものですから、お願いできればとい

う希望を言って、あと、豊島区の交流事業の参加費ということですが、もともとは旧南那須の

ころからあったのかなと思うんです、この事業はきっと。南那須でこの豊島区との交流のため

に行ってくれと、農産物直売所にお願いして行っていたのですが、これからは広く公募をかけ

て、こういう事業があるんだから、これだけのお金を払えばできるのだから、行ける人は行っ

てねということで間口を広げようということなのですか。再度確認です。 
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○議長（渡辺健寿）  糸井農政課長。 

○農政課長（糸井美智子）  公募と申し上げましたけれども、公募といってもそれほど、お

知らせ版に載せるとか、広くというと収拾がつかなくなってしまう可能性もあるかと思います。

それにつきましては、今後豊島区の要請があって、方法等詰めていきたいとは考えております。 

○８番（渋井由放）  了解しました。 

○議長（渡辺健寿）  よろしいですか。 

○８番（渋井由放）  はい。 

○議長（渡辺健寿）  １１番髙徳正治議員。 

○１１番（髙徳正治）  では、那須烏山市予算概要書からお伺いをいたします。 

 １つ目は、１０ページ、先ほど同僚議員の質問にもありましたが、ジオサイト烏山城跡整備

費で８５０万円、これは関東ふれあいの道づくりで整備しますということを伺いましたが、築

城６００年ということで、林道、神長滝田線、霧ヶ沢から上がっていくと、ちょうど７００メ

ートルか８００メートル行くと頂上に近いのですが、そこから３０メートルか４０メートルお

りていくとお城の跡に続きますので、これからは車で上がって駐車をして歩いて行けるという

方法も必要ではないかと思うので、その辺をお伺いいたします。 

 あと、２２ページで、学校給食センター運営費、平成２９年で９,５３６万９,０００円、

８０８万円の増額になっています。この内容をお伺いいたします。 

 あと、１８ページ、私立保育園施設運営委託事業費、２億６,６１１万３,０００円、これは

３,９０４万８,０００円の増額になっております。この内容をお伺いいたします。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  両方文化振興課長。 

○文化振興課長（両方 裕）  それでは、私から予算概要書１０ページのジオサイト整備費

８５０万円。こちらにつきましては先ほど相馬議員からのお問い合わせにお答えしたところで

ございますが、髙徳議員御質問は、多分西側の林道から、確かにそちらから入りますと非常に

近いということになってございます。あそこは古本丸、本丸からその西側に西城というところ

がございまして、まだそちらは今後調査の予定もございます。それで、特に国の史跡を目指し

て現在調査中でございますので、まだ、そういった遊歩道の整備につきましては史跡の調査が

済んでから、その後に、確かに非常に林道から近いですので、そういうのは有効だと思います

ので、そういうのを検討させていただきたいと思いまして、現在は、今回はあくまでも既存の

遊歩道が整備してある部分の再整備を行いたいということでございます。 

 以上でございます。 

○議長（渡辺健寿）  岩附学校教育課長。 
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○学校教育課長（岩附利克）  学校教育課では給食費の増額の理由ということでお答えした

いと思います。平成２９年度、学校の給食用の食器類なんですが、大分古くなってきていると

いうことでございますので、２カ年事業、平成２９、３０年事業ということで、食器及びトレ

ー等の改修をやろうということで計画しております。平成２９年度については食器の改修とい

うことで現在５８０万円ほど見ております。 

 それと、平成２９年度委託業者が、期間がちょうど切れる時期ということでございますので、

その分３００万円程度金額は上乗せして現在見ております。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  齋藤こども課長。 

○こども課長（齋藤 進）  １８ページの私立保育施設運営委託事業費３,９４０万

８,０００円の増額でございますが、マリア幼稚園が認定こども園化しますので、今まで幼稚

園だったんですけど、保育園の部分がありますので、その委託料でございます。 

 以上でございます。 

○議長（渡辺健寿）  １１番髙徳正治議員。 

○１１番（髙徳正治）  では、再質問させていただきます。烏山城の史跡があるということ

で、県、あるいは国の指定史跡の方向性はいつごろ予定しているか、もしわかれば。 

○議長（渡辺健寿）  両方文化振興課長。 

○文化振興課長（両方 裕）  烏山城跡の史跡の指定の予定でございます。今までに平成

２１年度から２５年までの調査を行っております、上の本丸、古本丸の部分でございますが。

それで、昨年度からまた国の補助事業を入れながら平成２９、３０、３１年度、２９年度から

３カ年度調査を行いまして、次の年にした調査の整理を行いまして、早ければ平成３３年度に

国の史跡の指定の申請を行いたいという、現在のところ予定でございます。 

○１１番（髙徳正治）  以上。了解いたしました。 

○議長（渡辺健寿）  １２番佐藤昇市議員。 

○１２番（佐藤昇市）  それでは私も予算概要から何点か質問させていただきます。 

 まず、商工費、２０ページ、上段にあります。そこに、私もわからないのですが、龍門の滝

の周辺整備費、平成２８年度があったのですが、２９年度、国見もそうなのですが、管理費が

ゼロになっていて、その下にある公園等観光施設運営費というところが、その分でなんだか知

らないですが、ふえているんです。それとこれが同じなのかどうか、確認の意味で聞きたいと

思います。 

 あと、その下に大金駅前観光交流施設整備費というのがあるのですが、これが予算には関係

ないんですが、お客さんというか、あそこに来る人があそこで何かコーヒーでも飲みたいなと
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いうのがおおむね父兄の方の御意見なのです。セブンイレブンみたいにコーヒーを飲むのには

保健所の許可が要ると前もそういう話も出ましたけど、そういう保健所の許可があればコーヒ

ーなんか１００円で飲めるので、それぐらいのことはできないのかどうか、そこを確認してお

きたいと思います。 

 あと、その下の土木費。ふれあいの道づくりはもう何人かの同僚議員も質問しました。平成

２６、２７年、ことしと６件、７件、６件ということで、大体１,０００万円からことしの

８６０万円も含めてですが、私はこれは再度確認したいのですが、６件でことしは八百六十何

万円の予算がついていますが、１件当たり、これは値段に限度があるのかどうか。確認の意味

で聞いておきます。 

 あと、教育費です。２１ページです。ここの中でスクールバス運行費。特に五、六％はみん

な上がっているんですが、私の勉強不足で申しわけありません、境小学校スクールバス運行費

と荒川小学校スクールバス運行費が２３％と２４％ということで上がっています。その説明を

お願いしたいと思います。 

 あと、武道館がことし外構工事をやって大体今年度は終わるんですが、武道館の使途、使い

方、本当に武道館あれだけの立派なものができて、剣道と柔道、空手もそうなのでしょうけど、

それ以外に使い道はあるのかないのか、そういうことは考えられないのか。先ほどエアコンの

問題も出ました。私はもったいないという観点から、旧江川小学校に空調機がいっぱいありま

す。そういうものも含めて、何か使えるもの、できないのかどうか。もったいないです。あれ

は売ってしまうのですが、どうなるか私もわかりませんけど、まだ設置して間もないエアコン

というのはまだまだ使えると思うんです。ああいう使い道も含めて何か足りないところに入れ

るとか、そういうこともあってもいいのかと思うんですが、考え方をお聞きかせ願いたいと思

います。 

 あと、農政の予算書の補助金の中にずっとありますけど、その中でも農産物ブランド化推進

事業費補助金３０万円、あと、栃木の園芸活力創造総合推進事業費補助金１８２万円の内訳を

説明していただきたいと思います。 

 あと、水道事業について１回お願いしたいと思います。水道事業は予算上は何ら問題ないん

ですが、平成２７年度、有収率６９.１％、２６年度は６８％ということで、少しはよくなっ

ているということでございますが、予算上に何もない排水管布設がえとか、漏水に関してはど

うなのか。まず、水道は災害時に断水することが一番困るのです。そういうことで、排水管の

布設がえもいっぱいあるのですが、導水管、送水管、そういう関係は今全然予算には載ってい

ないんですが、そういうことも含めて、そういう断水、災害時に機能した、耐震になっている

のかどうか、その辺をお聞きしたいと思います。 
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 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  石川商工観光課長。 

○商工観光課長（石川 浩）  予算概要書２０ページの商工費からお答え申し上げます。公

園等観光施設運営費８８９万３,０００円、昨年と比べて伸びているということでございます。

こちらにつきましては、その資料２０ページの公園等観光施設運営費の上の龍門の滝周辺施設

観光費及び一番上の公園観光、あと、ＪＲ烏山線沿線の観光の部分の課目を、事業費を統一し

て１つのものにまとめたものですから、事業費として伸びているというふうに見えます。なお、

公園等観光施設運営費の中身なのですが、一般的にせせらぎ公園、花立公園、龍門の滝公園等

の草刈り、また、電気料・水道料等の維持管理費及び土地の借料がございます。新たなものと

しましては、山あげ会館前の烏章館の北側にあります倉庫のシャッター修理ということで

１４０万円を新規に設けているところが増額の理由となっております。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  小田倉都市建設課長。 

○都市建設課長（小田倉 浩）  私どもは同じく２０ページのふれいあいの道づくり事業費

についてお答えします。議員の質問ですか、１カ所当たりの限度額があるのかどうかというこ

となのですが、基本的に限度額はないのですが、予算の範囲内で執行しているのですが、現実

的にはあくまでも地元が主体で、材料費と、あと、機械のリース料しか出ないものですから、

それ以外の費用というのは本当に受益者が負担しているのが現実でございます。ですから、一

応やり方としましては、地元の代表者と打ち合わせをさせていただいて、地元で出せる範囲と

いうのはその年度で限りがありますので、その辺を突き合わせしてやっているのが現実でござ

います。基本的な限度額はございません。 

○議長（渡辺健寿）  石川商工観光課長、大金駅前交流館のコーヒーショップはどうかとい

う。 

○商工観光課長（石川 浩）  漏れました。大変申しわけございません。大金駅前の観光交

流施設のコーヒー等飲めるようなスペースがということなのですが、現実的には今現在商売で

はないのですけど、インスタント等置いて何か供給していることはあるらしいです。ただ、ス

ペースとしては確保しておりませんので、そこら辺は指定管理者と相談させていただきながら

検討していただきたいと思います。 

○議長（渡辺健寿）  岩附学校教育課長。 

○学校教育課長（岩附利克）  スクールバスの運行費の増額ということでございますが、ス

クールバスについては平成２８年度は市でシルバーの方を雇いまして、費用をそちらから出し

ていたということでございまして、事務局費で見ていたわけなんですが、今回シルバーについ
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てはシルバーで直接それを受けることができるということになりましたので、シルバーに対す

る委託費用ということで各学校のスクールバス費に計上したということでふえているものがほ

とんどでございます。 

○議長（渡辺健寿）  柳田生涯学習課長。 

○生涯学習課長（柳田啓之）  私からは武道館の運営につきまして利用方法について武道だ

けなのかというお問い合わせだったかと思います。これにつきましては何回かお答えしている

ところなのですが、武道が主にはなると思うのですが、あいているときにはダンス等、板の間

につきましては上履き等を使用しない運動も使用していただけるように調整はしたいと思いま

す。そのほかに、昼間稼働がないということもございますので、そのほかの利用方法について

も検討させていただきたいと思います。 

 もう１点、空調設備について、旧江川小学校のエアコン等はどうなのかという御質問だった

かと思うんですが、その辺については学校教育課と、使用に耐え得るかどうかというところも

ございますので、協議をさせていただきたいと。それによってもし、導入費用も発生するもの

ですから、その辺も検討させていただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（渡辺健寿）  奥澤上下水道課長。 

○上下水道課長（奥澤隆夫）  水道事業の有収率の低迷といいますか、に関しましては、ま

ず、導水管、配水管に関しましてはまだまだ材料費の関係で耐震管にはなっておりません。こ

れから老朽管更新事業になっていくと思いますので、それに関しては経済性を考えていきたい

と考えております。また、漏水に関しましては、主に各個別の給水管の配水管のところからの

漏水が主なものになっておりまして、それに関しては漏水調査をしながら対処していきたいと

考えております。 

○議長（渡辺健寿）  柳田生涯学習課長。 

○生涯学習課長（柳田啓之）  先ほどの武道館関係の御質問の中で旧江川小学校のエアコン

という御質問がございまして、私でお答えしたのですが、中身が違っておりましたので、訂正

させていただきます。旧江川小学校のエアコンにつきましては、売却予定のリンレイ株式会社

でそのまま利用するという予定だそうでございます。 

○議長（渡辺健寿）  糸井農政課長。 

○農政課長（糸井美智子）  私からは補助金２本について御説明いたします。 

 まず、１つが農林水産特産物ブランド化推進事業補助金でございます。こちらにつきまして

は、特産品の販路拡大を支援するものと、それから、特産品の再生産支援事業ということでそ

れぞれ２団体ずつ１０万、５万ということで予算を計上しております。特産品の再生産につき
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ましては、過去１０年実施してきました特産物開発事業の１５団体いるうちの、その方たちの

中から再生産を希望する方ということで募集しております。ちなみに平成２８年度は実績はご

ざいませんでした。 

 それから、次に、とちぎの園芸活力創造総合推進事業費補助金でございますが、こちらにつ

きましては、ＪＡなす南が実施しますこの事業について、梨棚について希望があるということ

でございます。こちらは補助率１０分の４以内ということで県費になります。この分の補助で

ございます。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  １２番佐藤昇市議員。 

○１２番（佐藤昇市）  今１回目の答弁をいただきまして、大変わかりやすく聞かせていた

だきました。その中で、水道事業はお金がかかるということで、今回の予算には何ら問題がな

いんですが、結局当初から計画を立てるということで、この水道の老朽化の面も含めてそうい

うことがありましたので、少しずつやっておかないと、大きなお金のかかる水道事業です。だ

から、そういう計画をもって早目に一番やらなくてはならないのかなと、これから一番お金が

かかりますから、延々と不滅ではないので、すぐにこわれてきますので。特に震災とか、ああ

いうときはもう何だかんだ配水管よりは導水管と送水管なんです。水を上げることが大事なん

です。配水管に入ってしまえば、あとは何とか時間も少なくなるのだと私は思っていますので、

そういうことが大事だと思います。配水管はそれほど面積、長いものもあるのですが、やはり

一番ポンプを水源から上げる、また、それを送る、そこのところが耐震化しないと震災に耐え

られない、何時間も断水するということになると思います。ぜひそういう計画を前もって早目

にやっていただければと思います。 

 もう１点、１回目質問するのを忘れたのですが、この間指定管理で藤田のいちご園とパン工

房、指定管理から抜けました。そういうところで、いちご園はとりあえずハウス等いろいろな

ものがある、パン工房も建物と中に物品があるということでございまして、今後指定管理料の

かからない、その人が借地の畑も自分で契約するということでございますので、そのいちご園

のハウス等はもうただでやるという考え方でよろしいのでしょうか、確認しておきます。 

○議長（渡辺健寿）  糸井農政課長。 

○農政課長（糸井美智子）  ハウスの処分でございますが、まだ詳細に詰めてございません

が、残存価格というものもありますので、その辺を考慮して折衝したいと思っております。た

だとは言い切りません。多少の金額をいただくことになるかもしれません。まだ決定はしてお

りません。 

○議長（渡辺健寿）  １２番佐藤昇市議員。 
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○１２番（佐藤昇市）  なかなか観光いちご園もやってもらうということなので、今まで補

助金があったのがなくなるんですから、そこはきちんと活性化のためにも格段の措置でやって

いただければと思います。あと、このパン工房はどうなるか。 

○議長（渡辺健寿）  糸井農政課長。 

○農政課長（糸井美智子）  パン工房が入っている建物につきましては、一応貸借というこ

とで進めております。建物を貸すということで進めておりますが、使用料規定というか、使用

料、公有財産でありますが、相手の方が社会福祉の関係ですので、減免規定がありますので、

そこに照らし合わせて最終的に家賃はゼロという形になるかということで考えております。 

○議長（渡辺健寿）  よろしいですか。 

○１２番（佐藤昇市）  はい。 

○議長（渡辺健寿）  １３番沼田邦彦議員。 

○１３番（沼田邦彦）  新年度予算議会ということですので、あえて市長の考え方を何点か

お伺いしたいと思います。予算概要から予算規模についてを２点、交流人口の増加促進の見通

しについて１点、合計３点伺います。 

 合併をして１２回目となる予算編成でございます。１番ボリュームがあったときには平成

２３年１２７億６,０００万円と膨れましたが、新年度は１１０億円に抑え込み、縮小されて

おります。並々ならぬ御苦労があったかと思います。率直に最大の苦労はどの辺にあったのか、

お伺いをいたします。 

 ２つ目、１１０億円の予算はまず１つの節目でもあり、通過点だと考えますと、いわゆる

１００億円予算の規模の予算に移行していくには今後どのぐらいを想定されているのか、財政

規模の見通しについても伺います。 

 ２点目、交流人口の増加促進の見通しについて伺います。一部まちづくり課も関連はします

が、交流人口の増加、市長の考え方を伺うもので、あえて質疑をさせていただきます。ＪＲ烏

山沿線のまちづくりと地域の学校を核とした地方創生事業を含め新規事業２点、目玉事業とし

て４点示され、約１,５００万円が計上されております。特に新規事業の２点におきましては、

今までになかったＪＲ・高根沢町・民間企業・地元両高校を含む理想的な最高の枠組みとなり、

大いに期待しているところでございます。さらにはユネスコ無形文化遺産登録後初めてとなる

山あげ祭など背景的に好循環に入ります。そこで伺います。那須烏山市の交流人口、年間

４５万、４６万と言われております。過去には６０万以上を記録したことがあるようですが、

新規事業、これらの要因を含め、新年度の交流人口をどの辺に目標を定めているのか、何万人、

何十万人の増を目指すのか、お伺いいたします。 

○議長（渡辺健寿）  大谷市長。 
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○市長（大谷範雄）  予算総額が１１０億４,５００万円、前年度対比で３.８％の減という

ことになりました。このことについては、過去１１０億円台というのは１２年間ございません

でしたので、大変財政当局、課長以下苦労があったことを御報告申し上げたいと思うのですが、

その中で、市長裁定の中で一番苦労した点ということでございますが、どうしてもこのような

少子高齢化、そして、人口減少時代でございますので、そのようなところから、そういう１つ

の扶助費と言われる福祉・教育・医療、そういったところには必然と義務的な経費が発生して

まいりますから、それはどうしても満たさなければならない、そういう思いから、それを捻出

するためにはいわゆる投資的経費を削減する、そして、この人件費を初めとする、そういった

１つの多額の費用がかかっている、経費がかかっている、そういったところの削減を目に見え

るものにすることによって１１０億円台が出るということだろうと思いましたので、そのよう

な投資的経費と、より人件費を抑制する、そういったところの削減に努めたところでございま

す。 

 先ほど地方創生の点に触れられましたけれども、平成２８年度中には官民、いろいろな民間

の皆さん、金融機関の皆さんと地方創生、ＪＡなす南ともそうでございますけれども、地方創

生に関する総合戦略の連携協定を結ばせていただきました。また、安全対策の面から、ＮＥＺ

ＡＳグループとも連携協定を締結させていただきました。昨年１０月には御指摘の那須烏山市

と高根沢町、ＪＲ烏山線沿線まちづくり推進協議会の地方創生のもと協議会を１月に発足させ

たということでございます。 

 そういったところと、昨年１２月１日にユネスコ無形文化遺産に登録されたといった１つの

明るい話題、そういった契機によりまして観光交流人口を大いに引っ張ってこようではないか

という取り組みでございます。それが今までの、６つぐらいになると思いますけれども、官民

挙げた、自治体も、広域連携も含めた地方創生の戦略に基づく、この交流人口増加の協議会を

立ち上げたということでございますので、このことについてはＫＰＩ、実績報告も出しており

ますので、その目標に向かって交流人口を増加させたいという思いでございます。 

 交流人口の予想については、高根沢町との連携協定によってＫＰＩ等も出ておりますので、

担当課から報告をさせたいと思っておりますので、ひとつよろしくお願いします。 

○議長（渡辺健寿）  坂本総合政策課長。 

○総合政策課長（坂本正一）  ＪＲ烏山線まちづくり推進事業の中で、ここでは地方創生の

推進交付金を活用しておりますので、ＫＰＩということで、観光客の入れ込み数を設定してご

ざいます。平成２７年が４６万７,６６９人でございますが、これを平成３０年の時点で

６５万人ということで、約２０万人の増加を見込んでいるということでございます。

（「１００億円規模の予算、どのぐらい想定しているのか」の声あり） 
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○議長（渡辺健寿）  沼田議員、総務委員会で数字的なことはよろしいですか。 

○１３番（沼田邦彦）  了解です。 

○議長（渡辺健寿）  １４番山隆四郎議員。 

○１４番（山隆四郎）  下水道事業で、歳入の中で使用料が４,１００万円しかないんで

す。これはページ数で１９０ページ。それで、全てのもので、歳出で、これは４億

１,０００万円というのです。使用料が１０分の１。これでどうするのか。 

 それから、もう１つは、他会計からの繰入金で２億２,９００万円、これはずっと続くのか、

あと何年ぐらい続くわけか、この事業が完了するまで。 

 それと、もう１つは、この歳出は、４億１,０００万円になりますか。私は計算できないの

だけど、歳入歳出が一緒になる、誰か電卓できる人はやって。９,０００万円だろう、それか

ら、１億２,８００万円だろう、１億９,０００万円だろう、あと、１１４万１,０００円だろ

う。誰か出たか、計算。電卓があればやってくれる人いないか。出たか。何だ、誰もやってい

ないのか。電卓得意な人やってみて、早く。総合政策課長、出たか。 

○議長（渡辺健寿）  数字はそれで整っているそうであります。 

○１４番（山隆四郎）  それならいいんです。私はそういう計算できなかったものだから。

それにしても他会計からの２億２,９３０万円という金額、これを何年ぐらい出すのか。 

○議長（渡辺健寿）  奥澤上下水道課長。 

○上下水道課長（奥澤隆夫）  確かに下水道会計の繰入金、２億２,９３６万円入っており

ます。それに関しましては、下水道の起債の償還元金及び利子、あと、維持管理費と総務人件

費及び事業費の人件費があります。この償還金に関しましては、先ほど山議員からもお話が

ありましたように、まだ管渠事業が続いておりまして、それに関してまだまだ多数年償還して

いかなければならないと考えております。（「何年間、この２億２,０００万円」の声あり）

年数に関しましてはまだまだかかるかと考えております。（「まだまだというけど、それでは

困る。何年返さなくてはいけないのか、一般会計から入れなくてはいけないのか。予想がつか

ないというわけか」の声あり）はい。 

○議長（渡辺健寿）  奥澤上下水道課長。 

○上下水道課長（奥澤隆夫）  この場で何年と申し上げたいのでございますが、議員の言わ

れる予想がつかないということでございます。 

○議長（渡辺健寿）  １４番山隆四郎議員。 

○１４番（山隆四郎）  予想がつかないのは困るけど、これからの財源の問題、この財源

をこういうところにどれだけかかるのだかわからない事業では困るんです、事業自体が。本来

ならこの事業は幾らというところからスタートするわけだけど、下水道に関しては１回エリア
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を狭めているんです。１回エリアを狭めて、それで、早ければ総工費幾らぐらいのことができ

るわけなんです。そうすると、この予算の範囲内でやっていくには、果たして何年かかればそ

れができる、それと、それにぶっ込んだ金が一般会計、他会計からの繰入金、それがどのぐら

い早ければ下水道事業にとられるのか。そうすると、一般会計からどういうことかというと、

ほかのサービスがあるんです。それは消費的経費とか、投資的経費とか、こういうものにとら

れていくんです。そうすると、一般会計の予算があってもその分だけ使えないわけです。だか

ら、私はどのぐらいになるのか聞いてみたんだけど、とりあえずきのうの一般質問ではないけ

ど、歳入面は、これはまだまだ減っていくわけだから、そうすると、あと１０年で終わるのか。

そうすると、そのときに今度は一般会計の中の歳入はどんどん減っていくわけです。そうする

と、その規模がどのぐらいになるのか。その中で今度は２億何千万も早ければそこからとられ

てしまうというと、これはなかなか社会保障費だとか、いろいろなものを含めてぐっと減るわ

けです。だから、これは早ければできるだけ、何年かかるか、それと、これからどのぐらいの

他会計からの繰り入れが必要なのか、その辺も、きょうはできないというか、何年かかるかわ

からないというのだから、それはできないから、後で調べて、私に出してください。 

 終わりです。 

○議長（渡辺健寿）  では、後ほど山議員に資料を提供してください。 

 １７番小森幸雄議員。 

○１７番（小森幸雄）  中山議員がこのあといっぱい抱えているようでありますので、先に

やってよろしいという許可がありましたので、１７番小森ですが、二、三点新年度予算の関係

で質問したいと思いますが、まずは、この基本目標といって居心地のよい安全なまちづくりと

か、あるいは安心して暮らせる思いやりのあるまちづくりと、こういうきれいな言葉で、非常

に耳ざわりのいいのが書いてあります。だがしかし、先ほど３番の滝口議員からも指摘があっ

たのですが、高齢者に対する予防接種の減とか、健康管理の件、私も去年多分この場で言った

かもしれません。去年は文教福祉常任委員だったから、言えなかったのですが、温泉の１日入

浴券が昨年減額して、非常に不評であります、今でも。私もそれ以来温泉行って皆さんに言わ

れるものだから、温泉拒否になってしまって、なかなか行く機会を逃している状況がずっと

１年間続いております。いつか行ってみたいと思うのですが、そろそろ皆さん忘れてくれると

いいなと、減額された部分。 

 それはそれで、学校にいじめがあるようでありますが、行政にもいじめみたいなものがある

のではないかと思って、要は今言った温泉の問題と、ことしまた減額された予防接種関係、あ

るいは、健康福祉課長、２年目ですよね、まだ１年ですけど、新年度は。次また何か考えてい

るのかと。例えば、敬老福祉年金を削るとか、敬老祝い金をなくすとか。それはこの高齢化に
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向かって非常に敬老会関係も巨費を投じているわけです。自治会にお願いして、本当は市がや

らなければいけない部分を各自治会にお願いして敬老会か何かやっている。第３弾何かあるな

ら早目に言っていただいたほうがよろしいかと、この予算を見ながら考えたわけであります。 

 本筋に入りますが、まず、教育関係なのですが、５４ページのサタデースクール関係。これ

は自分の所管のときには委員会で言いましたが、これも何年も続いておりますが、新年度何人

ぐらいで、全体の何％の子供たちを予定している事業なんですかということが聞きたいわけで

あります。 

 続いて、５５ページに小学校費があります。小学校の新年度、４月から始まります。各学校

の生徒数ずっと、小学校５校あります。これをお示しいただきたいと。人数です。 

 さらに、臨海自然教室、鉾田市にあります、これはとちぎ海浜自然の家だと思うのですが、

これについても毎年本市の小学生を対象に行っているようでありまして、合併前からこの事業

は続いている事業だと思います。このとちぎ海浜自然の家も、多分私の記憶から申し上げるな

らば、渡辺文雄知事当時の海の家、栃木県海なし県でありますから、子供たちに海の気分を味

わわせるという意味も含めて、海に親しむということで当時鉾田市につくった施設だと思うの

ですが、この利用状況、本市だけではないと思うんですが、県内全体で、利用していない自治

体もあるかもしれませんが、わかっていたらば、どこの市町村はここを利用していないとか、

本市は県から強く言われて、なるべく使ってくださいと言われているから、使っているのか、

あるいは自主的に子供たちの情操教育にこの自然の家を利用しているのか、この利用状況、全

小学校対象なのか、あるいは毎年順番でローテンションを組んでやっているのか、その辺の部

分についてもわかりましたら、お願いをいたします。 

 以上であります。 

○議長（渡辺健寿）  福田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（福田 守）  高齢者をいじめているわけではございません。毎年高齢化、

どんどん高齢者がふえてきているという中で、財政負担かなりのウエイトを占めているという

ことで、健康寿命を伸ばすのが私どもの仕事ですし、職員として那須烏山市の寿命も伸ばすの

も仕事かなということで、いろいろ制度を決めるときは毎回検討させていただきまして、適正

な負担というか、負担していただける分については負担してもらいながら、健全な財政にして

いければと考えております。決して高齢者をいじめているわけではございませんので、よろし

くお願いしたいと思います。 

○議長（渡辺健寿）  岩附学校教育課長。 

○学校教育課長（岩附利克）  それでは、まず、サタデースクールから申し上げます。サタ

デースクールにつきましては、平成２８年度実績を申し上げますと、小学生が２１５人のうち
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１２２名ということで、５６.７％、中学生が２４２名のうち１２９名、５３.３％、合わせま

すと、全体で４５７名のうち２５１名ということで、５４.９％の参加ということでございま

した。２９年度においても同様の参加があればということでございます。 

 続きまして、小学校の新年度の生徒数でございますが、学校別に申し上げます。江川小学校、

現在１７０名、荒川小学校３０５名、境小学校８２名、烏山小学校４４６名、七合小学校

１７６名でございます。合計１,１８３名が小学校です。中学校はよろしいですか。（「中学

校はいい」の声あり）はい。ということでございます。 

 それと、とちぎ海浜自然の家でございますが、最初は県の施設ということで補助金が出た事

業ということでどこの市町村でもやっておりました。那須烏山市につきましては、補助が出な

くなってからも５年生を対象に全小学生が行っております。県内の利用状況でございますが、

細かいところは把握しておりません。ただ、何市町かにつきましては行っていないというとこ

ろもございます。 

 以上でございます。 

○議長（渡辺健寿）  １７番小森幸雄議員。 

○１７番（小森幸雄）  わかりました。決して高齢者をいじめているわけではないというこ

とでよくわかりましたので、その旨は温泉でも行ったらば、私からも聞かれたらば申し上げて

おきたいと。 

 今サタデースクール関係の利用状況が出ました。これによって、ただ、土曜日の時間を割い

て、バスをまた別に回していただいて、子供たちがこれでかなり学力が向上していると私も思

っていますけど、一方で、よく中山議員が言う、学力テストでどうたらこうたらという問題も

ありますが、これは平均で５４％ぐらいですから、もう少し、スペース的にどうなるかわかり

ませんけど、もう少し受講者というか、利用者というか、サタデースクールに参加する人数が

ふえればよろしいかと今数字を聞いて思ったわけでありますが、これについてこの促進方、教

室はどういうふうにこれを学校側に、あるいは父兄にサタデースクールのメリットを伝えてい

くのか、この辺についての考え方がありましたら、お聞かせをいただきたい。 

 小学校の数わかりました。この中で複式が発生するような学校が今年度は、新年度はないけ

れども、ここ二、三年後には起きる可能性があるのかないのか、この辺についてお伺いをして

おきたいと思っております。 

 海浜、これについては、以前は県の補助金が出ていましたから、どこでも利用していたと。

我が市は県の補助金がなくなっても５年生を対象に全校で利用していただいている。これは恐

らく１泊２日か２泊３日ぐらいで行っていると思うのですが、これで子供たちの、海なし県で

すから、海に親しむという観点から、子供たちはこれによってどのような川と海との関係で、
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体力はもちろんでありますが、学習の面でも行ったと行かないでは差が見えるのか、その辺に

ついてはどういうふうに、投資対効果とまで、教育にそういう言葉はふさわしくないかもしれ

ませんが、このとちぎ海浜自然の家を利用してどういう利点が得られたとかありましたらば、

お示しをいただきたいと思っております。 

○議長（渡辺健寿）  田代教育長。 

○教育長（田代和義）  それでは、サタデースクール、それから、小学校の複式学級、それ

から、とちぎ海浜自然の家の教育効果と、３点かと思いますので、お答えいたします。 

 サタデースクール事業につきましては、参加人数が５０％を超えるような状況で、非常に参

加者も多くなってきているということでございます。ただ、議員からの御指摘もありましたよ

うに、使っている旧向田小学校の教室がほぼ現在で満室状態という状況になってきております

ので、今後人数的にふやしていく場合を考えますと、別な施設、学校なり何なりを考えていか

なければならないのかなという状況にあります。これは事実でございます。私といたしまして

は、昨年度から、数もそうなのですが、中にはアンケート調査の中では保育園のように扱って

いる保護者がどうも若干見られる。つまり、預かってもらっていればいいというアンケートの

結果も出てきております。それにつきましては、学校長に募集する段階で「やる気のある子い

らっしゃい」というキャッチフレーズで集めてくださいと。ただ、どんな子であっても希望が

あった場合には受け入れてくださいという方法で現在やってきている状況でございます。今後

につきましても、動向等見ながら、教育効果が上がるような、少人数教育が教育効果があると

いうのは１つの事実でございますので、満杯状態でやっても、しかも、最初はほかの学校から

の生徒と一緒になるという緊張状態もありますので、その辺について今後施設、それから、参

加人数等について考えて参りたいと考えております。また、学習状況調査等の関係を考えると、

私なんかは参加学年を５年と中２にしたいという部分もあるわけですが、４月になると、すぐ

学習状況調査になってしまいますので。ただ、やはり６年生は中学校への移行期間の中で心の

準備をさせると、小学６年生は他校の生徒と一緒に同じ教室で勉強する。中学生については少

しでも安心して高校受験を受けられるようにという側面も当然ありますので、それについては

変に学習状況調査の点数にこだわらずに、現状の６年、中３で行くべきではないかと、そのよ

うに考えております。 

 それから、小学校の複式学級につきましては、来年度、正確な人数というのはまだ確定して

おりませんが、１年生が１９３名だったと思います。複式についてはここ数年ないわけですが、

一番小さい境小で１０名ちょっとですから、ただ、今後の人口動向を見てもしばらくの間は複

式まではいかないで済むのかなという状況で見ております。複式が２年続いた場合は統廃合の

対象とするというこれまでの取り決めもあるわけですので、できるだけそうならないで済めば
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いいなと私自身思っているところではございます。 

 それから、海浜自然教室事業ということ、自然の家での１泊２日の研修ということになりま

すが、塩谷南那須地区ではもう事務所から、これは県から来るのですが、日程が南那須地区の

ここは何日から何日の間に行ってくださいと決まってきますので、一応全部参加ということで、

塩谷南那須教育事務所管内は実施しております。 

 一番大きな教育効果的な部分は、集団の生活になれるという、修学旅行もそうなのですが、

修学旅行はどうしても旅行という部分に観点が行ってしまいますので、こちらは一応学習に行

くという状況ですので、そういった集団生活の中で学びをする。あと、御存じのように、残念

ながらあそこは遊泳禁止地区なものですから、急激に深くなっていますので、海の中に入ると

いうのは難しい部分もありますけれども、それでも海なし県の子が間近に、波に触れて、そし

て、塩づくりなんかを体験するというところで、そういう意味では新たな経験をする。また、

現在向こうの担当官で行っていますのが、去年の春に七合小学校を退職した川原校長が行って

おりますので、そういった部分でも非常に身近に感じて、自然はもう身近に、そして、人間的

にも身近に、安心して勉強していけるのではないかと、そういうふうに思っております。 

 以上です。 

○１７番（小森幸雄）  了解です。 

○議長（渡辺健寿）  よろしいですか。 

○１７番（小森幸雄）  はい。 

○議長（渡辺健寿）  ここで暫時休憩いたします。 

休憩 午後 ２時１２分 

 

再開 午後 ２時２５分 

○議長（渡辺健寿）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 １８番平塚英教議員。 

○１８番（平塚英教）  それでは、何点か当初予算に対して質問してまいりたいと思います。 

 同僚議員が何回も質問しておりますが、この概要の３ページのジオパーク構想推進事業費

１,８３４万６,０００円でございますが、認定を目指すということともに、平成３０年度に築

城６００年を迎える関東有数の山城烏山城址の重要なジオサイトと位置づけてという説明があ

ります。これの１０ページでは８５０万円となっているんですけども、これは今までの事業に

加えてこのジオサイト整備ということで予算を上積みする分が８５０万円と、こんな考え方で

よろしいのでしょうか。その辺わからないので、説明していただきたい。 

 烏山城の確認調査につきましては、平成２８年度三の丸の調査をされたと聞いておりますが、
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先ほどの説明では平成３０年、３１年度とあと２年残っておりまして、平成２９、３０、

３１年度です。それで、２９年度はどんな確認調査を予定しているのか、もう一度説明をお願

いしたいと思います。 

 あわせて、佐野市の唐沢山城が平成２６年２月何日だかでしたね、国の史跡に指定になった

のが。本年度佐野市の唐沢山城で全国山城サミットが開催されると思うんです。それに本市も、

国の史跡の指定を目指すということでありますので、ぜひ参加していただきたいと思うのです

が、その考え方についてお示しをいただきたいと思います。 

 ２つ目は、武道館が大分整備されてまいりましたが、さらに６,０００万円かけて附帯駐車

場等、公園というのを整備するという説明でございましたが、武道館についての今後の使用の

仕方というのですか、いわゆる武道を中心にやられるのは結構なんですけども、文化活動やコ

ミュニティ活動なんかにも活用できるのではないかと思うんですけども、いつごろいわゆるお

披露目をして、使用はどのような形で使用されるのか、説明をいただければと思います。 

 ３つ目につきましては、概要書１０ページでございますが、一番下に電子入札システム経費

リース及びレンタルと、３１１万円とありますが、その上の表では管財管理費ということで、

電子入札システムリース経費等ということで３,５３８万８,０００円とあって大分金額が違う

んですけども、この電子入札制度をどのように導入して運用を図るのか、このシステムの仕組

みを、あと運用の方法を説明いただければと思います。 

 次に、この概要書の１６ページでございますが、下に地域の学校を核とした地方創生事業費

５５万円というのが載っているのですけども、これは同僚議員どなたか聞いたでしょうか、私

記憶していないのですが、もしまだ説明がないとすれば、これはどのような事業をどこで展開

する考えなのか、お示しをいただきたいと思います。 

 次に、１８ページの一番下でございますが、この字が小さくて、私も老眼が進んでおりまし

てなかなか見えないのですが、新たなステージに入ったがん検診の総合支援事業費というのが

去年は３８０万６,０００円ついていたのですが、これが皆無になっているんです。新たなス

テージに入ったのに平成２９年度は全くやめたということでは困ってしまいますので、恐らく

は何か別な事業に振りかえられているのかなとお見受けするのですが、この中身についてお示

しをいただきたいと思います。 

 次に、６番目は、２１ページでございますが、青少年社会活動指導者育成事業費、これが去

年は３万円ついておりまして、ことしはゼロとなっているんですが、青少年の社会活動は非常

に大事だと思うんですけども、これについてもどんなふうに考えているのか、お示しをいただ

きたいと思います。 

 ７つ目の質問は、２２ページの烏山公民館費でございます。これも一般質問等で、今まで公
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民館にいわゆる管理人というか、職員が常駐しておりましたけども、今度は通いになってしま

ったということを問題視したのですが、これは２９年度どのように改善を図る考えなのか、お

示しをいただきたいと思います。 

 ８つ目の質問は、この予算書の８９ページ、国民健康保険特別会計なんですが、簡単に言う

と、来年、平成３０年度にこの国保が１本、県に移管されるということになると思います。そ

ういう意味での、いわゆる２９年度は準備段階ではないかなと思われるんですけども、この

２９年度は３０年度の国保会計県移管に向けてどんな準備と段取りを進めていくのか、そして、

県に移管されても、その運営主体は市としてやるのか、その辺もう一度確認しておきたいと思

いますので、よろしくお願いいたします。 

 ９つ目の質問なのですが、これは去年も同じような質問をしたんですけども、那須烏山市外

に住んでいて、もう那須烏山市には帰ってこないと、だけど、不動産を初めそういう物件が市

にあって、そして、納税もこれから大変だから、物納で、資産を市に移管したいということに

ついて税務課ではどこかしかるべきところとそういう案件についての対処を、国税においては

物納は可能なのです。その辺どんなふうに検討されているのか、もう一度確認したいと思いま

す。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  両方文化振興課長。 

○文化振興課長（両方 裕）  それでは、まず、第１点目の文化振興課関係の御質問にお答

えしたいと思います。 

 概要書の３ページ、芸術文化の環境整備の中のジオパーク構想推進事業費１,８３４万

６,０００円と、１０ページのジオサイト烏山城跡整備費の８５０万円の関係でございますが、

こちらは３ページのジオパーク構想推進事業費１,８３４万円の内数として、そのうちの

８５０万円を使いまして遊歩道の整備、こちらは平成３０年度に予定しております築城

６００年祭を見据えまして２９年度遊歩道を整備したいということでございます。残りの

１,０００万円弱につきましては、ジオパークの認定を目指して、そちらの事業費ということ

でございます。 

 文化振興課の関係で２点目の烏山城跡の確認調査、２９年度の部分、調査場所につきまして

は、今年度は、議員御指摘のとおり、三の丸の調査をやっております。あと、途中、国の変更

をいたしまして、一部釜ヶ入口の測量を今年度実施してございます。釜ヶ入口は烏山城がまだ

三の丸ができる前の当初の入り口、登り口と呼ばれているところでございますので、そちらの

調査を２９年度は行いたい。あわせて、これから指導委員会がございますので、今そういった

指導委員会の助言等をいただきながら進めるわけですが、あとは上の部分、今後本丸の西側の
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西城とか、そういうところも予定をしているということでございます。 

 ３点目の唐沢山城跡の山城サミットにつきましては、現在のところまだ参加の予定はござい

ませんが、非常に近い、同じ県内でありますし、既に国指定になっているところでございます

ので、できるだけ情報を交換できればということで参加の検討はしたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（渡辺健寿）  柳田生涯学習課長。 

○生涯学習課長（柳田啓之）  私からは３点ほどあったかと思います。 

 まず、初めに、同じく概要書３ページ、今の下段になります。スポーツの振興、武道館につ

いて。武道館の仕様等につきましては、先ほど佐藤議員にお答えしたとおりでございまして、

主に使用するのは武道になるかと思いますが、そのほか文化団体ですとか、そういったほうに

も働きかけて、あいているときには使っていただきたい。そのほかにいろいろな団体等で使え

るように調整をしたり、検討をしてまいりたいと考えてございます。 

 それから、お披露目をいつごろにして、いつから使い始めるかということなのですが、ただ

いまの予定では５月連休明けぐらいにできればこけら落とし、お披露目をしまして、６月から

は供用開始をしたいと考えてございます。 

 ２つ目なんですが、同じく概要書２１ページ、社会教育事業費、青少年社会活動指導者育成

事業費３万円が皆減になっている、どういうことだということでございますが、これにつきま

しては、いわゆるジュニアリーダースクラブという、高校生を対象にした団体への活動費補助

金でございます。実際現在のところ２名しかおりませんで、活動実態がございませんので、と

りあえず平成２９年度については当初予算では落とさせていただきました。もし今後人数がふ

えて活動するということであれば、補正等で対応したいと考えてはございます。 

 あと１点、次のページ、２２ページ、烏山公民館の体制についてということでございます。

本年度御指摘のように当番で行っておりましたが、来年度に向けましては人数をある程度あち

らに配置いたしまして、月曜日を職員の休みといたしまして、土日も職員を置いて、管理と公

民館活動の普及、啓発に当たりたいということで予定をしてございます。 

 以上でございます。 

○議長（渡辺健寿）  清水総務課長。 

○総務課長（清水敏夫）  概要書１０ページ、電子入札システム等について説明をさせてい

ただきます。まず、上の段の電子入札システム技術経費等３,５３８万８,０００円でございま

すが、財産管理費ということで、市の集中管理の公用車に係る経費、また、市の土地の貸し付

け、逆に借り上げ、それと防犯カメラ、ＡＥＤのレンタル利用等それらの財産管理が含まれて

おりますので、それらの金額で３,５３８万８,０００円ということで御理解をいただきたいと
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思います。 

 その一番下の電子入札システムリース及びレンタルということで、これにつきましては平成

２９年度できるだけ早いうちから電子入札に移行していきたいということで、平成２８年度の

補正予算でこれらの設置のための補正がつきまして、現在導入に向けて進めて、また、これら

についてはやはり内容が入札業務をネットワーク経由で行う方法であります、端的に言えば。

手続の透明性の確保とか、競争性の向上、事務の迅速化などの効果が期待されるものでござい

ます。しかしながら、小さい業者等ではまだまだこの電子入札、県の工事とか行っているとこ

ろについてはもう、当然ほかの県もそうですし、ほかの市町なんかでもほとんど導入されてい

る制度ですので、使いなれているかと思いますが、なかなか零細な業者等にはそれなりの指導

が必要になってくるのではないか、そのように感じております。この電子入札システムのリー

ス料として約２６０万円、それと電子入札のコアシステムのレンタル料ということで４２万

７,０００円を計上させていただきました。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  佐藤まちづくり課長。 

○まちづくり課長（佐藤博樹）  １点、概要書１６ページ、地域の学校を核とした地方創生

事業費についてお答えいたします。これにつきましては、地方創生推進交付金事業、ＪＲ烏山

線沿線まちづくり推進事業、七福神プロジェクトのうち烏山高等学校との連携事業に係る経費

でございます。経費の内容につきましては、来年から烏山学という新たな取り組みが行われま

す。それに係る講師謝金、また、学生が市内に繰り出したときにかかる送迎費等の業務委託経

費を予定しております。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  福田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（福田 守）  私からは新たなステージに入ったがん検診の総合支援事業に

つきましてお答えしたいと思います。これにつきましては、数年前から国の新たな補助制度と

いうことで、がん検診の中で子宮頸がん、あとは乳がん等５歳刻みで無料でできるというクー

ポン券を発行して受診勧奨したものでございますが、費用をかける割には国の補助も１割もつ

かないような補助ということで、あとは受診効果等いろいろ今までの結果を見たところ、受診

比率が低くて効果も余り見当たらないということで、こちらをなくしまして、今までの総合検

診に一括したいということで考えております。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  佐藤市民課長。 

○市民課長（佐藤加代子）  私から国民健康保険についてお答えいたします。平成３０年度
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の新保険制度の導入に向けて平成２９年度はどのような準備を進めるのかという御質問だった

かと思いますが、こちらにつきましては、平成３０年度から新しい制度というものを簡単に説

明させていただきますと、全てが県に移行するわけではなくて、保険給付の部分、その部分財

政主体が県に移りますということで、今まで各市町の保険者が行っていた保険給付を一括して

県で行いますということになるのです。県として県全体の額が必要になるわけですが、その額

を今度は各市町村の保険者が納付金という形で県に納めなさいという制度になるのです。なの

で、これから市としましては、その納付金を納めるために保険税とかの納入がどのぐらい必要

かということを算定していかなければならないということになるわけですが、それに向けて今

４つの分科会で県内全市町の保険者が集まって検討委員会を開いています。その中には財政運

営分科会ということで、今後財政どのぐらいの給付費が必要で、どのぐらいの納付金が必要に

なるのかという試算をしているところや、税の標準税率を示すための税分科会、それから、国

民健康保険の被保険者の資格を管理する資格管理のための分科会、それから、個別に今各市町

村で行っている保険事業を、そちらも行く行くは県内で統一したもので受けられるようにした

いという県の目標もありますので、それらに向けて検討している保険事業分科会という４つの

分科会で細かな調整を行っているところです。平成２９年度は３０年度に移行するに当たり、

具体的な納付金の算定方式が示される予定です。それから、標準税率も示される予定になって

いますので、市としましてはそれらに向けて本来今行っている市の税率が適正なものかどうか

というものをまず検討していくことが必要になるかと思います。それから、物理的にはシステ

ムの改修とかも必要になりますが、ほぼ今年度でシステムの改修等については済んでいるとこ

ろです。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  小口税務課長。 

○税務課長（小口久男）  平塚議員の、市外に住んでいまして、市内に土地家屋等を有する

納税義務者の方がこちらに永久的に戻れない、利用しないという案件について、納税について

どうなのかという御質問だと思いますが、平塚議員が先ほど言われたとおり、国税については

物納という制度がありますが、地方税については物納という制度がありませんので、基本的に

は物納で納税するということはできません。しかし、相続関係で、なかなか相続をしないとい

うことで、地方税法上こちらで代表者を決定しまして納税代表人に通知を送りまして納税して

いただくということで現在やっているところなんですが、ただ、こちらで一方的に指定してい

ますので、納税しない方が多くいらっしゃいます。ということは、当然滞納になりますので、

滞納処分の手続としまして差し押さえ等を行いまして、最終的に競売等を市でできるのですが、

ただ、費用対効果ということで、資産の不動産鑑定とか手続上、例えば、３０万かかります。
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ただ、競売で売った場合、２０万でしか売れませんということになりますと、当然そういう手

続をすることによって市が損するということになりますので、なかなかそういう強制的な執行

もできませんので、この件については大変処理等について苦慮しているところで、滞納が継続

している状況でございます。 

○議長（渡辺健寿）  １８番平塚英教議員。 

○１８番（平塚英教）  説明は大体理解できました。 

 新たなステージに入ったがん検診の総合支援事業費の減額でございますが、いわゆる市が行

っている総合検診にシフトして、そこできちっと必要な対処をするということで結構だと思う

のですけども、今まではこの総合検診とか、人間ドック関係は家族の方が申し込んでも受けて

くれたのですが、今は本人が申し込まないとなかなか受付にならないと聞いているんですが、

本人がこれは受けるものでございますから、当然であろうと思いますが、なかなか本人が受け

なくて、苦しくなってから医者に行くということが多いと思うので、その辺もう少しこの検診

とか、人間ドックとか、そういうものを本人を含めて、もちろん本人の印鑑があれば家族の方

が申し込んでも受けられるようにうまく運用できないかなと思うのですけども、その辺もう一

度ご回答いただければと思います。 

 国保の平成３０年度移管については今の説明で大体わかったのですけども、納付金の算定を

今進めているということでございますが、それぞれの市町村によって国保の財政調整基金の持

ち高が違うんです。我が那須烏山市は６,１６５万円が調整基金です。あとは診療所の運営基

金とか、いろいろありますが、これをほかの市町村と同じように膨らまさないとだめなのかど

うなのか。膨らますためには当然保険税を上げないとその額になりません。そういうことで、

またこの国保税の平準化というか、値上げになって、高いところに合わせられるようなことに

なってしまうのかなと思うのですが、その辺の懸念はないのでしょうか。その辺もう一度確認

しておきたいと思います。 

 それと、先ほどの質問で漏れたのが１件ありまして、９ページの概要書の一番上の教育委員

会事務局費ということで、小中一貫教育推進事業等ということで４８２万７,０００円ですか、

あるんですが、これはどのような小中一貫教育を進めるのか。１０ページにも小中一貫推進事

業は３３万円ということで載っておりますが、ここもやはり３３万円で、９ページは４８２万

７,０００円とこうなっておりまして、合わないのですが、これについてもう一度御説明をい

ただければと思います。 

○議長（渡辺健寿）  福田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（福田 守）  健康診査につきましては、今まで各自治会通して診査票を送

って、申し込みを受けてという形でやっていたと思うんですが、どうしても若年層というか、
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若い世代の方の申し込みが少ないということもございまして、今回内容を再度内部で検討しま

して、インターネットの予約という制度で受付を開始したいと考えております。この平成

２９年度については今までどおりということでございますが、次年度からは考えております。

詳細については後でまた説明したいと思います。 

○議長（渡辺健寿）  佐藤市民課長。 

○市民課長（佐藤加代子）  先ほど国保の財政調整基金が納付金に影響するのかというお話

だったかと思うんですが、基金につきましては各保険者で持っているところ、持っていないと

ころ、まちまちでございますし、繰り入れの額もそれぞれ違いますので、納付金に影響がある

ということはありません。ただ、例えば、納付金を納めるに当たって、保険税を低く抑えたい

から、保険税を低く抑えて、その分基金を使って納付金をいっぱいにしますという使い方はそ

れぞれの保険者でできるということなので、基金をたくさん持っているところは税率を抑えて

も納付金が納められる、基金がないところはそれなりの保険料を集めないと納付金の額になら

ないということになるかと思います。 

○議長（渡辺健寿）  岩附学校教育課長。 

○学校教育課長（岩附利克）  それでは、９ページの教育委員会事務局費ということで

４８２万７,０００円計上されていて、その後１０ページに書いてある中では３３万円という

ことで、どういうことなのかということでございますが、教育委員会事務局費については、そ

のほかにも事務局での消耗品いろいろなものが含まれているということで、小中一貫教育推進

事業費についてはそのうち３３万円ということでございます。（「何をやるのか」の声あり） 

 はい。それでは、小中一貫教育につきましては、平成２８年度の補正予算からついている事

業でございまして、平成２８、２９、３０年度ということで、３年間の事業になっております。

それについては、県内の４市、小山、大田原、那須塩原市、それとうちの那須烏山市というこ

とで実施をするものでございまして、小中学校の連携を深めるというところで研究をするとい

うことでございます。ということで、協議会等で講演会とか、視察・研修をするということで

ございます。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  ３０分となりました。次の方お願いします。 

 １６番髙田悦男議員。 

○１６番（髙田悦男）  １６番髙田でございます。それでは、那須烏山市予算概要から３点

についてお聞きしたいと思います。 

 まず、９ページの人と文化を育むふれあいのまちづくり、イングリッシュセミナー事業費

３３万５,０００円が予算化されております。この内容をお示しいただきたいと思います。 
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 続いて１０ページ、ふるさと応援寄附金事業費３６９万７,０００円。実はこのふるさと納

税につきましては、昨年１１月３０日の下野新聞に言論として出ています。元総務大臣の片山

さんのお話なんですが、導入した国は無責任であると一方的に切り捨てています。なぜかとい

いますと、年収７００万円の給与所得者が自分以外の自治体にふるさと納税を３万円寄附する

と本来納めるべき住民税が２万８,０００円控除されます。つまり、２,０００円で３万円を納

税したということになるわけです。より所得の高い人が、例えば、１０万円寄附すると、９万

８,０００円の控除になります。これは２０万円でも同じです。１９万８,０００円の控除にな

ります。これが当初はふるさと納税、つまり自分のふるさとを応援する寄附金としてスタート

したわけです。ところが、今どうですか。その本来の趣旨から全く逸脱をしている。私はその

ように感じるわけです。逸脱した仕組みの中で全国の自治体が競争に明け暮れているのです、

コスト無視で。もらったほうは大得です。例えば、１０万円もらって５万円分の返礼品を使っ

ても５万円ただで入ってくるわけですから。しかし、それが出ていった自治体はどうですか。

行政サービスのコストをまるっきり考えていないという仕組みなのです。したがって、この

３６９万７,０００円の事業費ですが、どんなものに使うのか、それで、返礼品の上限が決ま

っているのかどうか、あるいは考えているのかどうかもまず初めに示していただければと思い

ます。 

 ３番目が、同じく１０ページの健康診査インターネット受付経費５３８万円、この内容につ

いて示していただければと思います。 

 以上３点です。 

○議長（渡辺健寿）  柳田生涯学習課長。 

○生涯学習課長（柳田啓之）  まず、初めに私から概要書９ページ、イングリッシュセミナ

ー事業費、イングリッシュキャンプ業務委託費３３万５,０００円の内容についてということ

ですので、御説明をいたします。この事業につきましては、一応小学校高学年を対象といたし

まして、英語体験活動を夏休み期間中の土日の２日間日帰りで行うための業務委託の費用にな

ります。一応講師につきましては、市内各学校にＡＬＴを想定してございます。今のところ予

定では７月２９、３０の土曜・日曜を予定してございます。これより過ぎてしまいますと、Ａ

ＬＴもちょうど長期休暇で、夏休みということでみんな帰国をしてしまうということで、いな

いものですから、この日を一応予定はしてございます。中身の詳細につきましては、これから

打ち合わせ等経て検討してまいりますので、中身についてはそこまで決まっておりませんので、

御了解願いたいと思います。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  坂本総合政策課長。 
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○総合政策課長（坂本正一）  ふるさと応援寄附金の関係でございますが、まず、返礼品の

内容でございますけれども、地元の特産品を活用した返礼品ということでございまして、現在

市内の１５の事業者から御協力いただきまして、５４種類ほど返礼品を用意させていただいて

おります。なお、内容といいますか、上限でございますが、１万円御寄附いただいた方につい

ては５,０００円ということでございますが、１０万円以上の御寄附については３万円までの

返礼品ということで、３０％から５０％までの返礼率ということでございます。ちなみに平成

２８年度については約２,０００万円に対して４００万円の返礼をしておりますので、返礼率

は２１％程度でございます。 

 以上でございます。 

○議長（渡辺健寿）  福田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（福田 守）  私から健康診査のインターネットの受付関係をお話ししたい

と思います。今まで健康診査をずっとやってきたところなのですが、どうしても受診率の問題

が出ていまして、高齢者については結構伸びがあるのですが、若年層の方、こちらが伸びがな

いということがございまして、これをいかに上げていくかという方策の中で、気軽に申し込み

ができるような環境を整備していきましょうということで、平成３０年度から本格導入という

ことで考えています。どうしても３０年度の健診については、３０年２月ごろには健診の受付

申し込みがございますので、平成２９年度の予算でこのシステムを考えていくということにな

ります。 

 費用につきましては、今まで各自治会等通しまして大きい紙で送っていたと思うのですが、

それを個人ＩＤを付した個別通知、Ａ４版の圧着用紙になるのですが、これを個別で通知をし

まして、それによって各自申し込みをしていただくということになります。インターネット環

境がない方については、今まで返信用封筒だったのですが、電話で受付をすることで新たに電

話も一本この対応に考えているところでございます。 

 それと、あと、インターネットの受付でやりますと、今までも早目に申し込みをして、５月

ごろに一斉に多分あなたはいつ受診ですということで結果を送っていたと思うのですが、今回

はネットによりまして健診の３日ぐらい前にもう一度健診の日のお知らせをできるという環境

にもなります。あとは予約のキャンセル等についてもネットと電話等でスムーズにできるとい

うシステムになっております。どうしても大きな紙、Ａ４版の圧着の郵送もかかってしまいま

すので、今回は印刷と郵送、こちらで４５０万円ぐらいどうしても上がってしまうという状況

でございます。ただ、ことしについては、あと平成２９年度の未受診者に対して、また、受診

催告というか、勧奨分３,０００通ほど今年度予定していますので、それも含めた数字で今回

計上しております。 
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 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  １６番髙田悦男議員。 

○１６番（髙田悦男）  再度確かめていきたいと思います。 

 イングリッシュキャンプという用語になっているものですから、泊まりでやるのかなと私は

当初考えていたのですが、泊まりにできないという理由は何かあるのでしょうか。例えば、泊

まりでやりますと、安全確認とか、いろいろな事故も想定しなくてはならないと、このように

考えていますので、その辺の考え方をお示しいただければと思います。 

 続けていいですか。ふるさと応援寄附金、いわゆるふるさと納税なのですが、具体的な政策

についてでありますから、これは一課長がどうのこうの判断できるものではないと、そのよう

に思っています。国が廃止をするまでは自治体も取り組まなくてはならないのかと、このよう

に同情的に思うわけです。それで、たしか千葉県ですね、ある自治体が１万円で７,０００円

分の商品券をお礼に出しているという報道がありました。つまり、これはもう過激な競争のき

わみですよね。それならばいっそ我が市でもプレミアム商品券５枚ぐらい配るといいのではな

いかと思っています。５枚というと、金額は５,０００円ですけど、７,５００円分のことしに

限っては買えるわけですよね。商品券を使うためには本市に来なければならない。車であれ、

烏山線であれ、那須烏山市を訪問しなければその商品券は使えない。こんなことも一考されて

はどうかと思っていますので、その考え方を示していただければと思います。課長で判断つか

なければ、市長もいかがですか。 

 では、３番目。健康診査のインターネット受付、これは若い人には当然受けることだと思い

ます。これは受け付けたということを本人がどのような形でチェックできるのでしょうか。あ

と、また、そのときに当たってはパスワードとか、ＩＤ、これも必要なのかどうか、あるいは

セキュリティーなんかは個人情報ですから、どのように考えているのか、簡単でいいですから、

お示しいただければと思います。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  柳田生涯学習課長。 

○生涯学習課長（柳田啓之）  私から最初の追加質問を、なぜ泊まりでやらないのかという

ことでございます。それにつきましては、今小中学生の間でもアレルギー関係もございますの

で、泊まりということになりますと、こちらで食事を提供するというときにそういった健康管

理関係も難しい面がある、それから、使用する施設、一応参加者からは負担金を取る考えはな

いものですから、そうしますと、この近辺で宿泊ができる施設というものがほとんどないとい

うことでございまして、以前でしたら南那須少年自然の家のような、そういった交流施設があ

れば利用可能ではありましたけども、現在のところそういった施設もない。あとは保護者の送
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迎等の関係がございますので。あとは、これは考え方なんですが、一日一日別な児童を募集す

るか、２日間通して児童を募集するかというのも、日帰りであれば、別々にも募集できまして、

要望が多ければより多くの児童が体験できるというメリットもあるので、今のところ日帰りで

考えてございます。 

 以上でございます。 

○議長（渡辺健寿）  坂本総合政策課長。 

○総合政策課長（坂本正一）  ふるさと応援寄附金の関連でございますが、議員おっしゃる

ように、確かに金券であるとか、高額な電化製品というのは換金性が非常に高いということで

総務省からも自粛するようにという、通達といいますか、指導が来ております。本市におきま

しては、そういった金券とか、高額な電化製品というのは返礼品に用いておりませんけれども、

先ほど議員からお話がありましたように、本市に来ていただいて体験していただくような、例

えば、那珂川のカヌーツーリングであるとか、パラグライダーのフライトができる券であると

か、また、市内のゴルフ場のプレー券であるとか、そういったものを返礼品の中に利用させて

いただいて、できるだけ本市に来ていただいていろいろな体験をしていただくような考え方を

現在とっております。結構人気も出ております。 

 以上でございます。 

○議長（渡辺健寿）  福田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（福田 守）  予約システムでございますが、予約専門の個人ＩＤを付して

あります。住基のマイナンバーとは別なものということで付して個人宛てに通知ということで、

そのＩＤを使って申し込みしていることになるのですが、申込者については受診票は郵送でま

ず送ります。そのほか画面でも検索できるという形になると思います。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  どうですか。１６番髙田悦男議員。 

○１６番（髙田悦男）  そうしますと、イングリッシュキャンプ、これは当然昼食はどうす

るのかという心配をしていたんですが、午後から、午前中というわけにもいかないでしょうか

ら、この辺はお弁当を持参という考えなのでしょうか。アレルギー等に注意しての泊まりのキ

ャンプは考えていない、これは正解だと思います。ちょうど７月２９、３０というと土曜・日

曜なんです。ですから、一番心配しているのは、小学生の場合の大会なんかはどうなんですか。

野球大会、結構ありますよね、部活の。その辺と合致しないような計画を立てていただければ

と思います。 

 続きまして、ふるさと納税ですが、プレミアム商品券はどうですか。今のところは考えてい

ないということでいいですか。千葉県のある自治体の話をしましたが、７割も返礼品で返して
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いるんです。ですから、これはもう異常な競争を招いているとしか言いようがないと思うんで

す。つまり制度が悪いんです。本来のふるさと納税、自分の出身地、あるいは奥さんの出身地

とか、そういう条件に戻すべきだと思うんです。これはあえて別の場でも私は発言しています

ので、できれば早いうちに反映したいと思っています。 

 最後の健康診査のインターネット受付につきましては了解いたします。 

○議長（渡辺健寿）  柳田生涯学習課長。 

○生涯学習課長（柳田啓之）  昼食の問題につきましては、一応お弁当を持ってきていただ

く考えでございます。 

 それから、小学生の大会等という御質問だったかと思うのですが、現在小学校で部活はやっ

てございませんで、小学生が活動しているのはスポーツ少年団関係の大会かと思うんですが、

夏休み入ってすぐはなかったかと思うんです。なぜ７月の下旬かというと、それ過ぎになりま

すと、各子ども会育成会の事業等が入ってきたり、いろいろあるものですから、その日を一応

考えております。イングリッシュキャンプの参加は自由でございます。ただ、高学年というく

くりでやっておりますので、それが４年生以上になるか、５年生、６年生になるかは、ＡＬＴ

のお願いする業者とも、あと、学校とも協議をさせていただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  坂本総合政策課長。 

○総合政策課長（坂本正一）  プレミアム商品券でございますが、現在のところ金券等は考

慮しておりません。 

○議長（渡辺健寿）  よろしいですか。１６番髙田悦男議員。 

○１６番（髙田悦男）  了解。 

○議長（渡辺健寿）  次ありましたらお願いします。 

 １５番中山五男議員。 

○１５番（中山五男）  最後で少し長い質問で申しわけありません。質問項目は既に課長に

お届けしてありますので、早く申し上げますので、よろしくお願いをしたいと思います。 

 まず、歳入、一般会計の２０ページ、県の委託金。これは先ほど同僚議員からも質問があっ

たんですが、小中一貫教育の推進事業費、県から３３万円いただいております。これは２８年

から始まっているんですが、教育長、これは義務教育校に那須烏山市は移行する考えがあるの

でしょうか。ただ検討してみると、その程度で終わるのかどうか、これについてお伺いしたい

と思います。 

 次に、２１ページの財産収入なのですが、奨学金の利子が３７０万円、それに対して支出が

５７０万円で、これでは元本割れしてしまうのかなと思うのですが、この辺のところについて
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お伺いします。 

 次に、２３ページの諸収入の中に不登校児生徒受託事業収入が２４０万円ほどあります。こ

れは現在那須烏山市で不登校の対象児童は何人いるのか、それと、本当にこういう事業をやっ

て不登校の生徒の数が減っているかどうか、この辺についてもお伺いをしたいと思います。 

 次に、歳出です。これは私、市長に提案なのですが、障害福祉関係なのですが、まず、１件

目は、大田原ではもう既に実施しているのですが、障害者手帳申請の際に必要な診断書の費用

を市で助成できないかということです。それともう１つ、温泉入浴券なのですが、私ら７０歳

以上になりますと、２００円の割引券がいただけます。これを当面重度心身障害者に対してこ

の割引制度ができないかどうかお伺いをします。 

 次に、３０ページ、生活保護費です。この扶助費が２億４,８００万円です。これは前年度

より減額をしています。私は生活困窮者はどんどんふえているのではないかと思いますが、逆

に減っているんですが、那須烏山市の場合はこの申請をしても不許可になったケースが何件も

あるのではないかと思います。それで、そこでトラブルや何かがなかったかどうかもあわせて

お伺いをします。 

 次に、４１ページ、母子保健費です。新たな事業なのですが、子育て世代包括支援センター

事業５３５万３,０００円です。これはどのような効果があるのか、具体的に何人ぐらいこの

事業でもってこの参加ができるのか。 

 次に、４２ページ、清掃費があります。廃棄物の監視員５３７万３,０００円、毎年この程

度の支出をしていますが、私はもうこれほどの監視員が必要ないのではないかと。１名ぐらい

は必要かもしれませんが、これは減額するべきと思って質問しているわけであります。 

 次に、４５ページの農地費の中、烏山土地改良区の補助金が１６２万円、南那須土地改良区

は７２万円、これは毎年烏山より南那須のほうが少ないのですが、なぜこのような差があるの

か、お伺いをします。 

 次に、５４ページ、教育総務費の中にスーパーティーチャー育成事業で９５万１,０００円

です。これは交付金というのですから、何らかのこういった団体があって、そこに交付するの

だと思いますが、これはどのぐらいの事業費があって、そのうちこの市から９５万

１,０００円を交付するのか、その辺のところをお伺いします。 

 次、５６ページ、中学校費の中に南那須中のエレベーター改修１,２８０万円ほどあります。

これは多分給食を２階、３階と押し上げているのかと思いますが、これはなぜ今回改修する必

要があるのか、お願いいたします。 

 次に、５８ページに社会教育費。これも同僚議員が質問しました。ユネスコ登録の記念の俳

句大会、１００万円に私もびっくりしたのです。交付金を１つの団体に１００万円を出すとい
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うことは、これに対して事業費というのはどのぐらいかかっていて、そのうち１００万円を交

付するのか、この辺のところ明らかにしていただきたいと思います。 

 それにジオパーク構想、この財政難の中で１,８００万円も今回予算編成してよろしいのか。

これも私は非常に疑問を持っています。 

 次に、６０ページの保健体育費です。これはことしがなくなってしまったものですから、お

伺いするのですが、アーチェリー部の補助金です。去年は１３０万円、ことしはありません。

私の先日の一般質問の御答弁でも、市長は本市のスポーツ競技の中で唯一アーチェリー競技が

国体、またはオリンピック出場を見込めると、このように答弁されていますが、なぜこれを育

成しようとしないのか、これで十分と思われているのか、お伺いをいたします。 

 次に、国保会計の１００ページ、国庫負担金があります。課長、３月に７,０００万円ほど

マイナスして補正後は６億６,８００万円になっています。ところが、平成２９年度の予算は

それを超える７億９８３万３,０００円ついている。これは真に見込めるのですか。またマイ

ナスにならないのか心配して私は質問したわけです。 

 もう１つ、後期高齢者の関係なのですが、この予算書の１４７ページの医療保険料です。こ

れも３月に５７０万円ほど減額しています。それで、補正後１億９,０００万円にしました。

しかし、それを超えることしの予算は１億９,１７５万５,０００円です。これも見込めるのか

なと思いまして質問をいたします。 

 次に、下水道関係なんですが、１８９ページに、平成２９年度烏山地区はまだ受益者を広め

ると思うんですが、この広めた部分の受益戸数、何戸ぐらいふえるのか。そして、平成２９年

度末は烏山地区の加入率が何％ぐらい見込めるのか、お伺いをいたします。 

 次に、簡易水道です。２１１ページ。これは一般管理費の中で委託費が平成２８年度は

７０３万円、２９年度は１,９３８万１,０００円と約３倍にもなってしまったんですが、なぜ

このように増額になったのか。この委託費です。 

 それに水道事業の中からお伺いしたいと思いますが、２１１ページです。有収率、これは先

ほど佐藤議員も質問があったんですが、平成２７年度決算の際は６９.２％と言いました。そ

うしますと、２８年度改修し、また、２９年度もこの漏水対策をやるんですが、２９年度やる

というと、この有収水率何％ぐらい上がる予定ですか。 

 次に、今度は予算の概要から二、三お伺いしたいと思います。 

 まず、１点目に、新しい事業なんですが、企業誘致促進事業として５００万円ほど載せてい

ますが、これは真に那須烏山市にこの企業誘致が可能なのかどうか、見込めるのかどうかにつ

いてお伺いしたいと思います。 

 ２ページです。観光費のうちデスティネーションキャンペーン４９２万１,０００円です。
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これはこの事業によってどのぐらいの来客が見込めるのか、ふえるのか、この事業内容につい

てお伺いします。 

 次に、農業費です。中山かぼちゃ支援として１００万円ことしも計上しました。去年も計上

しているわけなのですが、去年は本当に効果があったのでしょうか。それと、この中山かぼち

ゃは中山地区でとれた、採集した種子、この原種でないと通用しないんだそうなんですが、こ

の原種の種子については確保できるのかどうかです。 

 次に、新しい事業費で、農業費のうち農業振興として９７万２,０００円見込みました。こ

れは那須烏山市としてどのような新しい作物を見込もうとしているのか、お伺いします。 

 ３ページに、これも新しい事業です。健康支援４３万円、わずかなのですが、これは地域資

源を有効活用するというのですが、この地域資源というのは具体的に何を活用する考えなのか、

お伺いします。 

 次に、これも新しい事業です。これも同僚議員から既にあったんですが、子供インフルエン

ザの予防接種３０６万円です。これは実際積算するのには何歳以上の子供何人分を計上したの

か、お伺いをしたいと思います。 

 それに、子宮頸がんワクチン、本市の考え、これはぜひ、ありますよね。裁判にもなってい

るのですが、那須烏山市はどう考えているのか。 

 それと、保育士就労資金１８０万円、平成２８年度の実績、これは同僚議員誰か質問しまし

たか。はい。 

 新しい事業で、病児保育事業９１６万４,０００円あります。これは多額の費用で驚いてい

るのですが、これはどんな内容なのですか。具体的に何人ぐらい対象になりそうなのか、これ

について。 

 次に、新しい事業です。観光ガイド養成で１,２３８万２,０００円あります。これは英会話

のできるような教育をするというのですが、私、那須烏山市の職員にも相当英会話のできる職

員がいると思うのです。ならば、この市職員で賄えるのではないか、少し足りないなら、職員

を養成したほうがいいのではないかと私は思っているんですが、実際今市職員の中で英会話の

できる職員というのは、片言でも通用できるようなのは何人ぐらいいるのか、お伺いをしたい

と思います。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  田代教育長。 

○教育長（田代和義）  教育委員会関係で特に私のほうということで、中高一貫教育推進事

業委託金ということで３３万円、これは昨年度から本市で手を挙げて実施したいということで

国から予算をもらっている事業でございます。これの小中一貫校というのは義務教育学校のこ
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とではございませんで、小学校と中学校が連携して同一の教育課程をつくって教育効果を上げ

ていくということでございますし、もちろんその延長上に義務教育学校ということが、否定す

るものではありませんけれども、小中一貫教育というのは義務教育学校とは一線を画している

ものだということでございますので、本市では現在のところ義務教育小学校を導入する予定は

ございません。 

○議長（渡辺健寿）  岩附学校教育課長。 

○学校教育課長（岩附利克）  それでは、私から奨学金について申し上げます。予算概要の

１５ページのところを見ていただきたいと思いますけど、奨学基金ということで４億

１,７８１万８,０００円が平成２８年度末の現在高ということで、これにつきましては、その

うち３億８,３００万円で国債を買っております。残りの金額がそれに伴う利子が出てきたと

いうことで、毎年七百何万円かのものが入ってきまして、実際に５７０万円ということで毎年

積み立てがありましたけれども、今年度、平成２９年度６月で満期ということでございますの

で、そこら辺が利子等の金額等については今後見込めないという状況になります。今後６年間

でその利子分はなくなります。それ以降は元金の取り崩しということになってきまして、単純

に残りの金額を５７０万円程度、今年度並みで計算しますと、７３年後にはゼロになるという

ことでございます。 

 続きまして、不登校児童生徒受託収入ということでございますが、これについては適応指導

教室ということで那珂川町と共同事業をやっておりまして、この収入については那珂川町から

の委託金額になります。人数等につきましては、今現在の不登校児童、これは年間に３０日以

上という定義がございまして、現在のところ２０人ということでございます。那須烏山だけで

です。今後若干はふえる可能性はあるということです。レインボーハウスで今来ている生徒に

ついては、平成２８年度那珂川町で７名、那須烏山市で７名という状況でございます。 

 次に、スーパーティーチャー育成事業の交付金９５万１,０００円でございますが、この金

額につきましては視察・研修に行っていただいた先生方に対する旅費等になります。支払い先

は先生方ということになります。 

 続きまして、南那須中学校のエレベーターの改修工事でございますが、エレベーター設置に

つきましては、１９９２年８月に設置されたということで既に２５年経過しております。法定

の耐用年数１７年ということでメーカーに問い合わせしたところ、一部部品の生産が中止され

ていると、今現在はその在庫部品でやっているという状況でございまして、今回エレベーター

の箱以外、ケーブルからモーターからそういったものの改修工事ということで１,２８５万

２,０００円を計上させていただいたものです。 

 以上です。 
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○議長（渡辺健寿）  大谷市長。 

○市長（大谷範雄）  障害者福祉につきまして御提案がございました。障害者手帳申請等に

必要な診断書の費用及び重度心身障害者に温泉入浴料の一部負担という御提案でございます。

このことについては実態をよく調査させていただきたい。そして、また、県内市町の状況等も

調査をさせていただいて検討させていただきたいと思いますので、御理解いただきたいと思い

ます。 

○議長（渡辺健寿）  福田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（福田 守）  健康福祉課関連２点ございますので、そちらをあわせて答え

たいと思います。 

 まず、生活保護費の関係でございます。生活保護費の扶助費につきましては、概要の１８ペ

ージに細事業を２つに分けて書いたと思いますが、現在個人に対する扶助については増額とな

っておりまして、那須烏山市内にあります母子保護施設の入所者の減少に伴いまして、授産施

設に対する事務補助費のほうがかなり減額ということで、総体的には減額ということになって

おります。 

 御質問でありました不許可の関係でございますが、今年度は申請が１５件ありまして、その

うち１４件が保護となりました。１件でございますが、この方については、母子保護施設にＤ

Ｖ関係で来た方なんですが、保護申請をしてすぐにした後どこかに行ってしまったということ

がありましたので、一応内容としては却下という処分となっておりまして、１件の却下という

事例となっております。全体的には、昨年の２月１日現在の保護世帯が１２６世帯、ことしの

２月１日現在１２３世帯ということで、３世帯ほど減っております。市で厳しくやっているわ

けでございませんで、就職とかになった方もいらっしゃいまして、今回は実質１４件が開始に

なりましたが、１７件の廃止、大きくは市外転出と就職等ということで廃止となっております。 

 次に、健康支援の地域資源有効活用ということで質問がありましたが、これにつきましては

ヘルスツーリズムという事業のことを指しておりまして、ヘルスツーリズムというのは、旅行

という非日常的な楽しみの中で健康回復とか、健康増進を図って、旅行後も健康的な行動を持

続することによりまして豊かな日常生活を過ごせるようにすることを言うわけでございますが、

この那須烏山市、豊かな自然、文化、歴史、こういうところに触れながら、自然治癒力を高め

るウォーキングとか、清流那珂川でのリラクゼーションとか、おいしい地元食材を使った料理

体験とか、農家民泊による農業体験、こういうものを旅行と組み合わせてやるようなものがヘ

ルスツーリズムということで、これは今回平成２９年度につきましては、この那須烏山市がこ

ういった事業を受け入れるのには健康なまちでなければ事業が入りませんので、まず、受け手

となる市民に対して、そういった成功事例をやったところの方を呼んで、健康なまち、受け手
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となるような意識改革をしていくということで予算を組んだところでございます。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  薄井環境課長。 

○環境課長（薄井時夫）  廃棄物監視員の御質問ですが、質問では清掃費となっていますが、

予算書の４１ページの環境衛生費の中の環境対策費１,１３０万４,０００円の内数として廃棄

物監視員設置事業５３７万３,０００円を計上しています。これは監視員の２人分の人件費と

いうことになっております。その実績ということで御質問ですが、不法投棄の監視活動、それ

から、一般廃棄物の回収、さらに処理困難物の回収の実施、さらに犬・猫・ハクビシンの死体

の回収、これにつきましては年間２５０頭ほど回収しております。９月の決算議会においても

経済建設常任委員会の中でもここ一、二年まちなかがきれいになったとお褒めの言葉をいただ

きました。監視員は環境行政の推進に必要不可欠な存在となっておりますので、御理解いただ

きたいと思います。なお、歳入の１５款総務費県補助金のうち市町村交付金として２人分の人

件費１８０万円を満額いただいて人件費に充当しているということになっていますので、申し

添えます。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  奥澤上下水道課長。項目が多岐にわたっていますので、要点のみの答

弁をお願いします。 

○上下水道課長（奥澤隆夫）  まず、１８９ページの下水道関係です。平成２９年度の受益

戸数ですけれども、３７戸ふえます。目標としましては、今現在３４.９４％ですので、

３５.の上位に行ければなと思っております。ちなみに２７年度から未接続者に関しまして戸

別訪問を行っております。 

 続きまして、簡易水道、２１１ページの維持管理費が増加しているということで、今年度重

要な簡易水道の境東簡易水道区域の施設、耐震２次診断を実施するために委託料で

１,０５０万円計上いたしました。また、同じく境東の施設ですけれども、電気計装設備の点

検に関しましても増額になっております。 

 続きまして、最後になりますが、水道事業です。最重要の有収率のことですけれども、今年

度烏山地区におきまして老朽給水管の漏水がふえているということで、１戸ずつ、約

２,０００戸の戸別の漏水調査を行ってまいりたいと考えています。これ以降も順次漏水調査

を行って修繕のことも実施してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（渡辺健寿）  糸井農政課長。 

○農政課長（糸井美智子）  私からは農地費の中の土地改良の補助金についてまず１つお答
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えします。烏山土地改良区の補助と南那須土地改良の補助ということで、その差異はというこ

とでございます。そもそもこの土地改良区の、さかのぼると、合併以前の烏山町、南那須町に

行くのかなと思われます。まず、烏山土地改良区につきましては、これは聞き取りなんですけ

れども、昭和６０年の時点では３５０万円の補助を出していたようでございます。それが合併

以降、平成１９年のときには２００万円、その後少しずつ減らしてきまして１９５万円、

１８５万円、１８０万円。で、１８０万円というところで昨年までずっと来ていたわけなんで

すけれども、昨年財政の厳しい折ですので、１０％一律減額という指示がありまして平成

２８年度の予算として１６２万円になりました。実績はそういうことです。南那須土地改良区

は、土地改良区といってもこちらは、そこの農業会館に入っております南那須土地改良区と荒

川南部土地改良区、田野倉土地改良共同施工、さらに農事組合法人ファームあらなんがあそこ

に事務局を構えているのですが、そこに入っている皆さんで南那須土地改良事業団体協議会と

いうのをつくっておりまして、そちらへの補助になっております。こちらにつきましては、合

併以降ずっと１００万円ということで来ておりますが、平成２８年度の予算でやはり１０％減

額で９０万円になりました。ことしはさらに２０％の減額をして７２万円の予算計上をしてい

るのですが、これは残金が多く、繰越金が多いということで、そのように踏み切ったところで

ございます。 

 次に、農業費の農業振興費で中山かぼちゃの支援についてと園芸振興について、その内容と

いうか、そちらについてお尋ねがありました。 

 まず。中山かぼちゃの支援１００万円でございますが、こちらにつきましては平成２７年度

から３１年度までの５カ年事業として、その生産拡大とブランド化を図ることを目的にＪＡと

連携して取り組んでおります。その内容は、資材等の補助、それから、販路の拡大等のＰＲ、

議員心配されていらっしゃいました種苗、苗ですね、それのキープというか、それにつきまし

ても補助のうちに見込んでおります。その効果でございますが、平成２８年度までに新規栽培

者として里山大木須を愛する会で、栽培者５名でそれを１件としております。それに藤田地区

でも１名、さらに向田地区でも１名の栽培の研修に取り組んで見込まれる方が２名おります。

生産につきましては、平成２８年度市の出荷量が２７年度を上回る状況だったということでご

ざいますので、効果が出ているのかなと考えております。 

 次に、園芸振興の９７万２,０００円でございますが、こちらはＪＡなす南が実施しました

パイプハウス等の補助事業につきまして市からもさらに２０％の補助をするものでございます。

その作物ですが、重点作物としては、シュンギク、ニラ、キュウリ、イチゴ、ナスなどを挙げ

ております。さらに、その効果としましては、農業者の所得増大、農業生産の拡大につながれ

ばと期待をしております。 
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 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  両方文化振興課長。 

○文化振興課長（両方 裕）  では、私からは社会教育費のユネスコ登録記念の俳句大会交

付金並びにジオパーク構想推進事業費の件についてお答えいたしたいと思います。 

 最初に、ユネスコ登録記念俳句大会の交付金１００万円でございますが、事業費につきまし

ては今現在実行委員会等と詰めているところでございますが、おおむね２００万円から

２５０万円ぐらいということで詰めております。内訳といたしましては、選者の先生の謝金と

か、あとは賞の商品代、それから……。（「事業費ということだから、２５０……」の声あ

り）２５０万円です。 

 ジオパーク構想事業費１,８００万円につきましては、多額の金額ということでございます

が、こちらにつきましては総合戦略に位置づけておりますジオパーク推進事業でございますの

で、まだスタートしたばかりの事業ですので、事業効果を見ながら地方創生の交付金等を充当

しながら進めてまいりたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（渡辺健寿）  柳田生涯学習課長。 

○生涯学習課長（柳田啓之）  私からは予算書、議員が６０ページとおっしゃいましたが、

多分８８ページ、アーチェリー部の補助金が平成２８年度１３万円、それが２９年度について

は皆減である理由をということだったと思います。こちらにつきましては、当初アーチェリー

を誘致するということで、体協にアーチェリー部を新設いたしまして、そこに活動費の補助金

として１３万円を交付するという予定でやってまいりましたが、いまだ専門部の設置ができて

いない状態でございまして、今後国体開催に向けまして推進体制の整備検討を進める予定でご

ざいます。その進捗状況に応じて必要があれば補正予算等の要求で対応を考えてございます。 

 もう１点、英語塾関係のほうで、観光ガイド養成、市職員英会話できる職員数ということな

んですが、生涯学習課で職員の履歴等を、情報を得ておりませんので、概数で何人だと申され

ましても根拠となる数字を示せるものがございません。今のところ何人とは言えない状態でご

ざいます。大変申しわけございません。 

○議長（渡辺健寿）  大変申しわけありませんが、申し合わせによりまして３０分を超えま

したので、中山議員の質疑に対しましては、答弁未了の質疑項目については後日担当課より中

山議員に個別対応くださるようお願いを申し上げます。 

 ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで質疑を
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打ち切ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただいま上程中の議案第１号から議案第９号までの平成２９年度当初予

算案については、所管の常任委員会に付託したいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。 

 よって、議案第１号から議案第９号までの平成２９年度那須烏山市一般会計予算、国民健康

保険特別会計予算、熊田診療所特別会計予算、後期高齢者医療特別会計予算、介護保険特別会

計予算、農業集落排水事業特別会計予算、下水道事業特別会計予算、簡易水道事業特別会計予

算、水道事業会計予算の９議案については、それぞれ所管の常任委員会に付託いたします。 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（渡辺健寿）  以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 次の本会議は３月１６日午前１０時に開きます。 

 本日はこれで散会いたします。御苦労さまでした。 

［午後 ３時４７分散会］ 
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